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◇男女平等参画都市宣言�
◇非核平和都市宣言�
◇青少年健全育成都市宣言�
◇交通安全都市宣言�

市の宣言�

消費生活センターから

「
町
田
の
マ

チ
コ
」
で
す

　

真
夏
の
早
朝
に
咲
く
優
雅
な
「
大
賀

ハ
ス
」
を
観
賞
す
る
観
蓮
会
を
開
催
し

ま
す
。
ハ
ス
の
葉
に
注
い
だ
酒
を
茎
を

通
し
て
飲
む
「 
荷  
葉  
酒 
」
も
お
楽
し
み

か 

よ
う 
し
ゅ

い
た
だ
け
ま
す
。

○
日
時　

８
月
６
日
（
日
）
午
前
６
時

〜
７
時
（
小
雨
実
施
）

○
会
場　

薬
師
池
公
園
内
「
薬
医
門

前
」

※
荷
葉
酒
は
な
く
な
り
次
第
終
了
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
車
で
ご
来
園
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は

荷
葉
酒
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

※
そ
の
ほ
か
大
賀 
藕  
絲 
館
、
美
術
工
芸

ぐ
う 

し

館
、
町
田
酒
販
組
合
等
な
ど
が
出
店
す

る
予
定
で
す
。

○
交
通　

小
田
急
線
町
田
駅
北
口
Ｐ
Ｏ

Ｐ
ビ
ル
先　

番
乗
り
場
か
ら
本
町
田
経

２１

由
野
津
田
車
庫
行
き
か
本
町
田
経
由
鶴

川
駅
行
き
バ
ス
で
「
薬
師
池
」
下
車

臨
時
バ
ス
運
行

　

神
奈
川
中
央
交
通
（
株
）
の
協
力
に

よ
り
観
蓮
会
当
日
、
薬
師
池
へ
の
臨
時

バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

○
発
車
場
所　

小
田
急
線
町
田
駅
北
口

Ｐ
Ｏ
Ｐ
ビ
ル
先　

番
乗
り
場

２１

○
発
車
時
刻　

午
前
５
時　

分
、
６
時

５０

５
分

※
定
期
便
の
午
前
５
時　

分
発
の
本
町

５５

田
経
由
鶴
川
駅
行
き
も
「
薬
師
池
」
に

停
車
し
ま
す
。

○
運
賃
（
片
道
）　

中
学
生
以
上
２
３

０
円
、
小
学
生
１
２
０
円

□問
 

公
園
緑
地
課
11
７
９
３
・
７
６
１
１

　

薬
師
池
公
園
内
に
建
立
さ
れ
て
い
る

「
自
由
民
権
の
像
」
は
、
こ
の
町
田
の

地
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
自
由
民
権
運
動

の
持
つ
意
義
を
未
来
ま
で
継
承
し
て
い

く
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
「
自
由
民
権
の
鐘
を
撞
く

会
」
は
、
町
田
市
の
繁
栄
と
人
々
の
平

和
を
願
っ
て
「
観
蓮
会
」
の
日
（
日
時

と
も
同
じ
）
に
民
権
の
森
に
「
自
由
民

権
の
像
」
の
記
念
鐘
を
響
か
せ
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
直
接
薬
師
池
公
園

「
自
由
民
権
の
像
」
前
に
お
い
で
下
さ

い
。

○
主
催　

自
由
民
権
の
鐘
を
撞
く
会

□問
 

自
由
民
権
資
料
館
11
７
３
４
・
４
５

０
８

自由民権の

鐘を撞   いて
つ

みませんか

大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀
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スススススススススススススススススススススススススススススススス
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ス
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観
蓮
会

　

２
０
０
５
年
度
の
消
費
生
活
相
談
件

数
は
３
９
８
７
件
で
し
た
。
前
年
度
の

　

％
と
な
り
こ
こ
数
年
、
毎
年
増
加
し

６６て
い
た
相
談
件
数
が
は
じ
め
て
減
少
し

ま
し
た
（
表
１
参
照
）
。
こ
れ
は
い
わ

ゆ
る
不
当
請
求
・
架
空
請
求
に
関
す
る

被
害
が
周
知
さ
れ
、
消
費
者
が
適
切
に

対
処
す
る
こ
と
が
で
き
た
結
果
で
す
。

　

昨
年
は
ア
ス
ベ
ス
ト
健
康
被
害
、
耐

震
強
度
偽
装
問
題
な
ど
が
ニ
ュ
ー
ス
に

な
り
ま
し
た
が
、
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら

れ
る
相
談
は
、
契
約
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
が
相
変
わ
ら
ず
上
位
を
占
め
て
い
ま

す
（
表
２
参
照
）
。

　

主
な
相
談
の
傾
向
、
事
例

【
不
当
請
求
、
サ
ラ
金
、
敷
金
返
還
ト

ラ
ブ
ル
、
相
談
上
位
は
変
わ
ら
ず
】

　

ハ
ガ
キ
や
携
帯
電
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
利
用
に
よ
る
架
空
請
求
、
不
当
請

求
に
つ
い
て
の
相
談
件
数
は
大
幅
に
減

少
し
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
最
も
多

い
相
談
で
す
。

　

対
応
の
基
本
は
、
身
に
覚
え
が
な
け

れ
ば 
毅  
然 
と
無
視
す
る
こ
と
で
す
。

き 

ぜ
ん

　

し
か
し
最
近
は
、
身
に
覚
え
が
な
く

て
も
、
裁
判
所
か
ら
支
払
督
促
等
が
届

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場

合
は
無
視
せ
ず
、
督
促
異
議
申
立
等
の

対
応
が
必
要
で
す
。

　

サ
ラ
金
等
の
返
済
に
関
す
る
相
談
も

多
い
の
で
す
が
、
相
談
室
で
は
債
務
整

理
の
方
法
を
説
明
し
、
弁
護
士
会
の
法

律
相
談
等
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

　

敷
金
返
還
ト
ラ
ブ
ル
は
、
「
原
状
回

復
」
等
の
考
え
方
に
つ
い
て
、
国
土
交

通
省
の
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
示
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
参
考
に
交
渉

す
る
よ
う
助
言
し
て
い
ま
す
。

【
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
が
問
題
化
】

　

こ
の
と
こ
ろ
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
て
い

る
、
訪
問
販
売
に
よ
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
の
相
談
で
す
。
特
に
高
齢
者
世
帯
を

中
心
に
勧
誘
し
、
複
数
の
契
約
を
結
ば

せ
る
次
々
販
売
が
問
題
化
し
ま
し
た
。

　

リ
フ
ォ
ー
ム
の
主
な
内
容
は
床
下
の

調
湿
（
乾
燥
剤
、
床
下
換
気
扇
等
）
、

耐
震
補
強
工
事
、
屋
根
工
事
、
外
壁
塗

装
な
ど
で
す
。
無
料
で
床
下
や
屋
根
を

点
検
し
、
「
す
ぐ
修
理
し
な
い
と
大
変

な
こ
と
に
な
る
」
と
契
約
を
急
が
せ
る

手
口
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
慌
て
て
契

約
せ
ず
、
複
数
の
業
者
の
点
検
、
見
積

も
り
を
取
っ
て
か
ら
で
も
遅
く
は
あ
り

ま
せ
ん
。
万
一
契
約
し
て
し
ま
っ
て

も
、
８
日
以
内
な
ら
、
工
事
を
し
た
後

で
も
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
に
よ
り
無
条
件

解
約
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
他
の
相
談
事
例

【
未
公
開
株
】

　

電
話
等
で
、
未
公
開
株
の
購
入
を
持

ち
か
け
ら
れ
た
と
い
う
相
談
で
す
。
未

公
開
株
と
は
、
証
券
取
引
所
や
店
頭
に

上
場
さ
れ
て
い
な
い
株
で
、
こ
の
未
公

開
株
が
上
場
さ
れ
た
場
合
、
新
規
上
場

後
の
初
値
が
公
募
・
売
出
価
格
を
大
き

く
上
回
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
人
気
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
未
公

開
株
人
気
を
背
景
に
、
無
断
で
有
名
企

業
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
そ
の

企
業
の
株
の
上
場
が
間
近
と
誤
認
さ
せ

た
り
、
絶
対
に
も
う
か
る
と
言
っ
て
上

場
予
定
の
な
い
企
業
の
株
を
売
り
つ
け

た
り
す
る
な
ど
の
悪
質
な
ケ
ー
ス
が
増

え
て
き
て
い
ま
す
。

　

未
公
開
株
は
、
譲
渡
制
限
が
あ
る
場

合
が
多
く
、
一
般
に
株
券
が
出
回
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
譲
渡
制
限
の
あ
る

株
を
取
得
し
て
も
、
株
券
の
所
有
者
は

株
券
の
発
行
会
社
に
、
株
主
と
し
て
認

め
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
営
業
と
し
て
の
株
取
引
は
、

証
券
業
登
録
を
受
け
た
証
券
会
社
等
し

か
行
え
ま
せ
ん
。

【
直
収
型
固
定
電
話
サ
ー
ビ
ス
】

　

２
０
０
３
年
か
ら
始
ま
っ
た
固
定
電

話
の
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
で
、
一
部
代
理

店
に
よ
る
過
剰
な
電
話
勧
誘
が
問
題
化

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
介
さ
ず
、
利
用
者

が
直
接
個
々
の
通
信
会
社
に
加
入
す
る

形
の
固
定
電
話
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
料
金

が
割
安
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、

従
来
の
サ
ー
ビ
ス
が
一
部
利
用
で
き
な

く
な
る
、
利
用
形
態
に
よ
っ
て
は
増
額

に
な
る
等
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。
契
約
す
る
場
合
は
内
容
を
よ
く
理

解
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

困
っ
た
と
き
は
消
費
生
活
相
談
室
へ

【
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
に
つ
い
て
】

　

訪
問
販
売
・
電
話
勧
誘
等
で
契
約
し

た
場
合
、
契
約
日
か
ら
８
日
間
（
一
部

　

日
間
）
は
工
事
の
完
了
や
商
品
の
使

２０用
（
消
耗
品
を
除
く
）
と
は
関
係
な
く

無
条
件
で
解
約
で
き
ま
す
。
ク
ー
リ
ン

グ
オ
フ
期
間
を
過
ぎ
て
い
て
も
、
販
売

方
法
や
契
約
書
に
問
題
が
あ
れ
ば
解
約

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
き
ら
め

ず
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　

「
う
ま
い
話
」
な
ど
そ
う
あ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
場
で
契
約
せ

ず
、
良
く
検
討
し
て
か
ら
で
も
遅
く
は

あ
り
ま
せ
ん
。
悪
質
商
法
に
は
十
分
ご

注
意
下
さ
い
。

※
相
談
は
専
用
電
話
11
７
２
２
・
０
０

０
１
へ
（
月
〜
金
曜
日
、
午
前
９
時
〜

正
午
・
午
後
１
時
〜
４
時
、
来
所
受
付

は
午
前
が　

時　

分
、
午
後
が
３
時　

１１

３０

４０

分
ま
で
）
。

◇

　

昨
年
４
月
に
「
個
人
情
報
保
護
法
」

が
全
面
施
行
し
ま
し
た
。
こ
の
法
律

は
、
個
人
情
報
の
有
効
性
に
配
慮
し
な

が
ら
、
個
人
の
権
利
や
利
益
を
保
護
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
民
間
事
業
者
の

個
人
情
報
の
取
扱
い
に
関
し
て
ル
ー
ル

を
定
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
個
人
情
報
は
思
わ
ぬ
と
こ

ろ
で
悪
用
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。
ご
自
分
の
個
人
情
報
を
む
や
み
に

提
供
し
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
、
「
自

分
の
情
報
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
意

識
も
必
要
で
す
。

□問
 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
11
７
２
５
・
８

８
０
５

　安全安心のまちづくりを目指して、町田市、町田
警察署の要請をうけ、水道などの検針収納業務等を
行っている第一環境（株）が７月３日、木曽町にあ

る水道部庁舎前で「防犯パ
トロール協力」の出発式を
行いました。
　出発式では、町田市、町
田警察署などの関係者から
激励を受け、防犯のステッ
カーを張ったバイク６台、
車１台でさっそうと業務に
向かいました。
□問 安全対策課11７２４・３２１８

安全安心のまちづくり

水水道道ななどどのの検検針針等等をを
行行うう会会社社がが協協力力

前年度件数件数商品・役務（サービス）名順位
４５７３６５フリーローン・サラ金１

１，０４８３６２オンライン情報サービス（インターネット関
係の不当請求等）２

１，４３１３２２電話情報サービス（携帯電話関係の不当請求等）３
１９０２１５賃貸アパート・借家（敷金返還トラブル等）４
１４４１４８住宅関連工事（住宅建設、リフォーム工事等）５
２６０１１７商品一般（内容不明の不当請求、商品全般の相談等）６
６３７１自動車７
７８６９新聞８
４３６５戸建住宅（住宅購入・契約のトラブル等）９
６９６４健康食品１０
４３５１医療用具（家庭用電気治療器類等）１１
６２５１被服品クリーニング１２
４４５０生命保険１３
６５５０エステサービス１４
４４４９商品相場（商品先物取引、外国為替証拠金取引等）１５
５９４７化粧品１６
３３４６預貯金・証券等１７
３２４６集合住宅１８
３４４５ふとん１９
３６４２電話関連サービス（電話回線割引サービス契約等）２０

表２　２００５年度消費生活相談上位２０位

件　数年　度

３，９８７２００５

６，０３１２００４

５，１９１２００３

３，７４９２００２

３，１９５２００１

表１　過去５年間の
　　　相談件数推移

薬
師
池
公
園

昨年の観蓮会の様子

２
０
０
５
年
度
の

消
費
生
活
相
談

自由民権の像安全安心のまちづくりのため、いざ出発！



２００６．　．　（　） ７ ２１２ 町田市コールセンター11０４２・７２４・５６５６

差　引　額支　出　額収　入　額会　　　　　計

３１億２，８５３万円１，１３２億９，８２４万円１，１６４億２，６７７万円一 般 会 計

６億２，４６１万円３２７億５，６５８万円３３３億８，１１９万円国 民 健 康 保 険 事 業 会 計
　

特

別

会

計　

２億７，９３３万円１２３億７，９２２万円１２６億５，８５５万円下 水 道 事 業 会 計

１２４万円２３億９，１５０万円２３億９，２７４万円忠生土地区画整理事業会計

８，１４８万円１０億７，６７０万円１１億５，８１８万円駐 車 場 事 業 会 計

１億２，６０９万円２４０億７，４５０万円２４２億　 ５９万円老 人 保 健 医 療 事 業 会 計

１１２万円１２億８，００５万円１２億８，１１７万円鶴川駅北土地区画整理事業会計

５億７，２２６万円１６９億８，９７８万円１７５億６，２０４万円介 護 保 険 事 業 会 計

０万円２２億８，０１９万円２２億８，０１９万円受 託 水 道 事 業 会 計

１６億８，６１３万円９３２億２，８５２万円９４９億１，４６５万円小　　　　　　計

４８億１，４６６万円２，０６５億２，６７６万円２，１１３億４，１４２万円合　　　　　　　　計

（万円未満四捨五入）

平成１７年度の各会計ごとの収入額、支出額、差引額は下表のとおりです。

各目的別に市民一人当たりの還元額を示すと次のとおりです。

］人口：４０９，８１４人
２００６年４月１日現在［●市民一人当たりの市税負担額　　　１５万５，６６３円

●市民一人当たりの還元額　　　　　２７万６，４６３円

市民一人当たりの市税負担額・還元額
　市民の皆さんが納めた税金は、ごみ処理・道路・下水道・公園等の都市基盤整備、児童・高齢者福祉施設や教育文化施設
の整備、防災まちづくり等と様々な事業に使われています。平成１７年度における市税収入額を人口で割ると市民一人当たり
の市税負担額が、一般会計歳出額を人口で割ると市民一人当たりの還元額が算出されます。

市債の状況
　市債とは、都市計画道路・公園・下水道・学校など大規模な
公共施設建設の財源として市が借り入れるお金で、その返済が
長期にわたるものをいいます。 
　こうした施設は長期にわたり利用することができますから、
建設時の市民だけではなく将来の市民にもその経費を負担して
もらうことが、公平でもあるわけです。市債には、このように
積極的な意義を持つ面がありますが、借金であることに変わり
はなく、その運用には十分注意しなければなりません。

将来負担利子見込額元　金　残　高会　　　　計

 ８９億５，２１０万円　６８６億　９７６万円一 般 会 計

１６８億５，３８３万円　５２３億８，８３７万円下水道事業会計

 ２８億８，４６４万円　 ９８億４，４１０万円病 院 事 業 会 計

２８６億９，０５７万円１，３０８億４，２２３万円合　 計

（万円未満四捨五入）

一般会計・特別会計の状況

企業会計【病院事業会計】
　平成１７年度の市民病院の利用状況は、入院患者数が対前年度
比５．５％減、外来患者数が対前年度比３．２％減で、料金収入では
５．６％前年を下回りました。
　費用では前年度比３．８％減で、決算の結果は２億４，３９４万円の
純損失となり、当年度未処分利益剰余金は７億７，３９２万円とな
りました。

市有財産の状況

利用状況と料金収益 （税抜き）

料 金 収 益患　者　数

４５億４，９５２万円１１９，１５３人入 院

３３億６，８３２万円３０３，２８０人外 来

収入・支出の状況 （税込み）

資本的収支収益的収支

１１億４，７６５万円１００億４，３９２万円収 入 額

１７億３，３４８万円１０２億７，９３６万円支 出 額

（万円未満四捨五入）

現　在　高区　　　分

５１０万６，４８３．７８㎡土 地

８２万８，２５９．３６㎡建 物

１，１２２．５１㎡物 権

１，５４２台備 品
（取得価格１００万円以上）

１８５億５，３２３万円積 立 金

７，６６０万円有 価 証 券

３５億　 １８万円出 資 金

２億７，４７１万円貸 付 金

３０件無 体 財 産 権
（商標権・実用新案権）

議　会　費
１，５１８円

総　務　費
３８，５７７円

民　生　費
９６，９０５円

衛　生　費
３０，４８６円

労　働　費
１３５円

農　林　費
１，４１３円

商　工　費
１，１７５円

土　木　費
３９，３３３円

消　防　費
１１，３７３円

教　育　費
３４，８２１円

公　債　費
２０，７２７円

市民病院増改築完成予想図
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平成１７年度�平成１７年度�
　市民の皆さんが納めた税金、国や東京都からの支出金、市債（長

期借入金）などがどのように使われたかを知っていただくために、

市では毎年２回（７月、１２月）財政状況の公表を行っています。今

回は、平成１７年度全期（平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日）の

財政状況をお知らせします。

□問 財政課（11７２４・２１４９、6７２４・１１７２）

議 会 費

議会の活動 　　７，４９１万円

総 務 費

市民ホールの管理・運営 　１億２，３９５万円
広報活動 　　８，１１６万円
庁舎の維持管理 　６億９，１３３万円
支所・市民センターの管理・運営 　３億　 ３１万円
事務の電算化 １９億１，８２８万円
市民フォーラムの管理・運営 　１億４，３３５万円
中規模集会施設の建設補助 　　８，５３７万円

民 生 費

障がい者の援護 ２４億１，１２１万円
障がい者福祉サ－ビス利用者の支援 ２５億　 １１万円
障がい者福祉施設の整備 　１億１，５７２万円
在宅高齢者へのサービス 　５億　４８８万円
高齢者福祉施設の整備 　４億７，６８３万円
児童手当・児童育成手当・児童扶養手当 ３８億３，４６６万円
市立保育園の管理・運営 　６億　４３４万円
民間保育所の入所・運営 ５２億８，１０８万円
保育園の整備 　２億１，８３９万円
学童保育クラブの管理・運営 　５億４，０５２万円
子どもセンター・子どもクラブの管理・運営 　　７，１８７万円
生活保護 ７８億５，０３４万円
国民健康保険事業会計繰出金 ４１億７，７８５万円
老人保健医療事業会計繰出金 １７億１，３２４万円
介護保険事業会計繰出金 ２７億８，７７１万円

衛 生 費

成人健診 １２億７，１３３万円
予防接種 　１億８，１５２万円
緑化の推進 　１億７，４７２万円
緑地の保全 ８億２，５４８万円
合併処理浄化槽の整備 　　５，８００万円
ごみの収集・処分 ２７億６，６４８万円
ごみの減量・資源化の推進 １６億　４０８万円
し尿の収集 　１億７，５７２万円
病院事業会計負担金 １３億５，０００万円

労 働 費

勤労者の福利厚生 　　３，７１５万円

農 林 費

農業の振興 　　５，０８３万円
北部丘陵の整備 　３億８，６１３万円

商 工 費

中小企業の金融対策 　１億　７８９万円
さくら祭りなどの観光事業 　　１，１１２万円

土 木 費

私道、狭あい道路などの整備 　１億３，７５５万円
道路の維持・補修 　４億３，８６６万円
道路の新設・改良 　６億３，１８４万円
舗装道の改良 　　６，２１４万円
街路灯の新設・維持管理 　２億３，７６１万円
自転車対策 　４億８，９５９万円
違法駐車対策 　　３，４３３万円
土地の区画整理 ２８億９，５７４万円
まちづくりの促進 　　１，７８４万円
都市計画道路の築造 １７億２，８４８万円
公園及び緑地の整備・管理 ３１億　９２５万円
下水道事業会計繰出金 ２３億９，９８３万円

消 防 費

常備消防の都への委託 ４０億７，５８９万円
消防団の運営 　１億５，５３１万円
消防施設の整備 　２億３，４６４万円
災害対策 　１億９，５１６万円

教 育 費

小学校の維持管理 １４億　５０３万円
中学校の維持管理 　７億４，７８１万円
障がい学級の運営 　２億５，１６８万円
学校施設の整備（大規模改造・耐震補強など） 　８億４，０８５万円
学校ネットワークの整備 　９億９，１９１万円
文化施設の管理・運営 　９億９，５９８万円
スポーツ施設の管理・運営 １１億８，１２４万円

公 債 費

市債の償還 ８４億９，４１５万円
（事業費に人件費は含まれておりません）

平成１７年度に行われた主な事業（一般会計）

繰越金�
２０億８３６１万円�

１．８％�

諸収入�
１３億４１５７万円�

１．２％�

都支出金�
９７億９１６３万円�

８．４％�

国庫支出金�
１３０億１０４４万円�

１１．２％�
地方債�

３９億４２９０万円�
３．４％�

地方消費税�
交付金�

３８億４５９４万円�
３．３％�

地方特例交付金�
２７億２４２６万円�

２．３％�

繰入金�
５７億６５５万円�

４．９％�

その他�
１０１億８７１１万円�

８．７％�

その他�
１０１億８７１１万円�

８．７％�

地方税地方税�
６３７億９２７６万円�

５４．８％�

地方税�
６３７億９２７６万円�

５４．８％�

図１　一般会計収入状況

総務費�
１５８億９３４万円�

１４．０％�

民生費�
３９７億１３１１万円�

３５．１％�

公債費�
８４億９４１５万円�

７．５％�

土木費�
１６１億１９１１万円�

１４．２％�

消防費�
４６億６１００万円�

４．１％�

教育費�
１４２億６９９７万円�

１２．６％�

衛生費�
１２４億９３４４万円�

１１．０％�

その他�
１７億３８１２万円�

１．５％�

図２　一般会計支出状況（目的別）

その他�
４４億４３４８万円�

３．９％�
補助費等�

１１０億６１６８万円�
９．８％�

維持補修費�
１０億６４３７万円�

０．９％�

公債費�
８４億７８９２万円�

７．５％�
普通建設事業費�
１０５億５２５９万円�

９．３％�

物件費�
１６６億７５１万円�

１４．７％�

うち職員人件費人件費�
２１５億５９１７万円�

１９．０％�（　　　　　　　）（　　　　　　　）�

人件費�
２２６億５５８９万円�

２０．０％�
うち職員人件費�
２１５億５９１７万円�

１９．０％�（　　　　　　　）�

扶助費�
２３３億３６０６万円�

２０．６％�

繰出金�
１５０億９９３９万円�

１３．３％�

義務的�
経費�

投資的投資的�
経費経費�
投資的�
経費�

その他�

図３　一般会計支出状況（性質別）
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■情報公開請求の状況

※決定件数は、１件の請求に対して複数の区分に決
定されることがあるため、請求件数とは一致しま
せん。また（　）内は、取り下げ件数を再掲して
います。

■公開決定した主な内容
配水管工事の金額入り内訳書
第２５９回まちづくり協議会議事録
定期健康診断疾病異常調査票
プラスチック製容器包装に係る中間処理業務受託
候補者選考説明書の制定について
プラスチック製容器包装に係る中間処理業務受託
候補者の選考結果について（通知）

■部分公開決定した主な内容
代替用地の売り払いについて（都計道３・３・７
号線築造事業代替地／忠生２丁目・図師）
住居表示台帳
プラスチック製容器包装中間処理施設受託候補者
審査会審査結果について
発令通知書及び処分説明書

■不存在決定した主な内容
町田市が平成１２年度から平成１６年度までに国有財
産特別措置法５条１項５号の規定に基づく国有財
産譲与申請のために契約した法定外公共物譲与に
係る特定作業業務委託契約書または仕様書

■不服申立ての状況

合計審査請求異議申立て

０００

～あなたと市政を信頼で結ぶ～
情報公開制度・個人情報保護制度・

会議公開制度

【
請
求
の
受
付
】

　

情
報
公
開
制
度
は
、
市
長
等
の
実
施

機
関
が
保
有
し
て
い
る
す
べ
て
の
公
文

書
を
請
求
の
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
個
人
情
報
保
護
制
度
は
、
個
人
生

活
に
関
し
特
定
の
個
人
が
識
別
さ
れ
、

ま
た
は
識
別
さ
れ
得
る
全
て
の
情
報
を

対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
に
関
す

る
請
求
は
難
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
窓
口
で
職
員
が
わ
か
り
や
す
く
ご

説
明
し
ま
す
。

　

市
民
の
知
る
権
利
を
保
障
す
る

「
情
報
公
開
制
度
」
と
「
会
議
公

開
制
度
」
。
そ
し
て
、
市
役
所
で

の
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
ル
ー
ル
を
定
め
る
と
と
も
に
自

己
情
報
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
を
保

障
す
る
「
個
人
情
報
保
護
制
度
」。

こ
こ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
昨
年
度
（
２

０
０
５
年
４
月
１
日
〜
２
０
０
６

年
３
月　

日
）
の
運
用
状
況
を
公

31

表
し
ま
す
。

　

市
内
で
起
こ
る
様
々
な
出
来
事
に
対

し
て
、
情
報
公
開
制
度
が
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
２
０
０
５
年
度
に
お
い
て

は
、
「
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
中
間
処
理
施

設
」
に
関
す
る
情
報
公
開
請
求
が
多
数

行
わ
れ
、
ま
た
、
大
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン

の
建
築
に
係
わ
る
請
求
も
目
立
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
水
道
の
配
水
管
工
事
に
関
す

る
「
金
額
入
り
内
訳
書
」
の
請
求
が
数

多
く
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
こ
う
し
た
情
報
公
開
の

手
続
に
よ
ら
な
く
て
も
、
知
り
た
い
情

報
に
つ
い
て
、
各
部
署
の
窓
口
で
公
文

書
の
閲
覧
や
写
し
の
交
付
が
で
き
る
場

合
（
情
報
提
供
）
も
あ
り
ま
す
。
情
報

提
供
は
、
各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
口
頭

で
の
ご
案
内
な
ど
、
様
々
な
方
法
で
行

わ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
各
担
当
課
の
窓

　

２
０
０
５
年
度
の
個
人
情
報
開
示
等

の
請
求
は
、　

件
の
開
示
請
求
が
行
わ

３５

れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
訂
正
や
消
去

等
、
利
用
等
の
中
止
の
請
求
は
行
わ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

開
示
請
求
の
内
容
は
、
印
鑑
登
録
証

の
交
付
申
請
書
や
、
住
民
票
の
交
付
申

請
書
な
ど
個
人
生
活
に
関
連
す
る
も
の

が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。

　

そ
の
他
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
自
分

自
身
が
提
出
し
た
「
市
長
へ
の
手
紙
」

や
、
「
騒
音
測
定
の
結
果
」
な
ど
の
請

求
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
今
年
度
は
、
個
人
情
報
保
護
法

が
完
全
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
影

響
も
あ
り
、
請
求
ま
で
に
は
い
た
ら
な

い
ま
で
も
、
市
民
か
ら
の
相
談
が
多
数

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
市
役
所
で
取
り
扱
う
個
人
情

報
に
つ
い
て
は
、
不
適
切
な
取
り
扱
い

の
な
い
よ
う
に
、
「
情
報
公
開
・
個
人

情
報
保
護
運
営
審
議
会
」
で
審
議
し
た

後
に
、
そ
の
答
申
に
基
づ
い
て
個
人
情

報
を
取
り
扱
う
「
業
務
登
録
制
度
」
を

と
っ
て
い
ま
す
。

◇

【
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
運
営
審

議
会
】

　

２
０
０
５
年
度
の
審
議
会
は　

回
開

１１

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

個
人
情
報
の
業
務
登
録
は
、
２
０
０

６
年
３
月　

日
現
在
で
１
２
７
０
件
登

３１

録
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
登
録
に
関
連

し
て
、
目
的
外
利
用
の
登
録
が
７
２
４

６
件
、
外
部
提
供
の
登
録
が
１
９
７
１

件
、
そ
の
ほ
か
個
人
情
報
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
処
理
等
が
１
３
５
３
件
、
個
人
情

報
の
外
部
委
託
が
１
０
１
５
件
、
個
人

情
報
を
外
部
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
結
合

す
る
外
部
結
合
登
録
が
１
件
登
録
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
審
議
会
は
傍
聴
が
で
き
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
市
政
情
報
「
や
ま
び

こ
」
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

◇

【
不
服
申
立
て
】

　

請
求
に
対
す
る
公
開
・
非
公
開
（
開

示
・
非
開
示
）
等
の
決
定
は
、
情
報
公

開
条
例
お
よ
び
個
人
情
報
保
護
条
例
に

基
づ
い
て
行
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
中

に
は
、
条
例
の
適
用
除
外
の
規
定
に
該

当
し
、
非
公
開
・
非
開
示
と
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
、
請
求
者
が
そ

の
決
定
に
対
し
て
不
服
が
あ
る
場
合

は
、
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

な
お
、
２
０
０
５
年
度
は
、
不
服
申

立
て
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

◇

【
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
】

　

右
記
の
不
服
申
立
て
を
審
査
す
る
機

関
と
し
て
、
弁
護
士
等
５
名
の
学
識
経

験
者
を
委
員
と
し
て
組
織
さ
れ
て
い
ま

す
。
２
０
０
５
年
度
審
査
会
は
開
催
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

現
在
、
行
政
課
題
の
多
様
化
・
専
門

化
に
伴
い
、
各
種
審
議
会
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
政
策
形
成
段
階
か
ら
の
市

民
参
画
を
保
障
し
、
開
か
れ
た
市
政
の

実
現
を
目
指
し
て
、
こ
れ
ら
の
会
議
を

積
極
的
に
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

会
議
の
公
開
・
非
公
開
を
含
め
て
、

開
催
日
時
、
開
催
場
所
等
は
、
当
該
会

議
開
催
の
一
週
間
前
ま
で
に
、
市
役
所

お
よ
び
各
市
民
セ
ン
タ
ー
で
告
示
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
市
政
情
報
「
や
ま
び

こ
」
で
も
掲
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う

ち
、
傍
聴
で
き
る
会
議
は
町
田
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
中
で
も
案
内
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
会
議
の
開
催
結
果
と
資
料
は

市
政
情
報
「
や
ま
び
こ
」
に
備
え
て
あ

り
ま
す
の
で
後
で
閲
覧
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　

な
お
、
２
０
０
５
年
度
は
、
前
掲
の

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
運
営
審
議

会
の
ほ
か
、
自
治
基
本
条
例
策
定
の
た

め
の
自
治
基
本
条
例
検
討
委
員
会
や
、

新
庁
舎
に
つ
い
て
検
討
し
た
新
庁
舎
建

設
設
計
者
選
定
委
員
会
な
ど
、　

種
の

６４

会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　「市政情報やまびこ」では、町田市の行政資料のほか、他の自治体
の資料、自治・行政に関する雑誌や一般書籍などをそろえており、こ
れらの資料を閲覧利用することができます。また、資料のコピーサー
ビス（有料）も行っていますのでどうぞご利用下さい。
　お問い合わせは、市政情報課（市政情報やまびこ）へ。
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至
金
森�小

田
急
線�

至
木
曽�

中
町
分
庁
舎
１
階�

市
政
情
報
や
ま
び
こ�

町田�
一中�

中町�
第二庁舎�

中町�
第三庁舎�

至新宿�

町田駅�

市役所�

町田一小�

町田街道�～「市政情報やまびこ」のご案内～

■個人情報の登録状況　　（２００６年３月３１日現在）
町田市では個人情報登録制度により、業務ごとに
個人情報の利用を登録管理しています。

■個人情報開示等請求の状況

※決定件数は、１件の請求に対して複数の区分に決
定されることがあるため、請求件数とは一致しま
せん。

　２００５年度は、全て開示請求でした。

■開示決定した主な内容
特定期間の住民票写し等交付請求書
特定期間の戸籍証明書等交付請求書
特定期間の印鑑登録証明書交付申請書

■部分開示決定した主な内容
（自分が提出した）要望処理報告書

■不存在決定した主な内容
中央図書館等で保存している特定個人に係るレフ
ァレンス関連文書一切

■不服申立ての状況

１，２７０件業務の登録件数
７，２４６件目的外利用の登録件数
１，９７１件外部提供の登録件数
１，３５３件コンピュータ処理等の登録件数
１，０１５件外部委託の登録権数
　   １件外部結合の登録件数

合計審査請求異議申立て

０００

個人情報保護制度の運用状況情報公開制度の運用状況

■会議公開の状況

※対象とする会議の数は、一つの会議が複数の公開
区分に該当することがあるため、区分の合計とは
一致しないことがあります。

■公開した主な会議　　　（開催回数　傍聴者数）
町田市自治基本条例検討委員会　　　 １１回 ７５人
町田市自治基本条例検討委員会広聴会 ２回 ４２人
町田市福祉有償運送運営協議会　　　 ５回 ２１人
町田市地域福祉計画審議会　　　　　 ４回 ２４人
町田市地域福祉計画審議会広聴会　　 １回 ２２人
町田市障がい者計画検討委員会　　　 ５回 ２７人
町田市介護保険事業計画審議会　　　 ５回 ３９人
環境審議会　　　　　　　　　　　　 ４回 ９人
町田市産業振興基本方針検討委員会　 ５回 ４人
交通マスタープラン懇談会　　　　　 ４回 ７人
街づくり審査会　　　　　　　　　　 ３回 １４人
町田市都市計画審議会　　　　　　　 ４回 ８人
町田市通学区域検討委員会　　　　　 ７回 １５人
公民館運営審議会　　　　　　　　　 １２回 ５人

■一部公開した会議　　　（開催回数　傍聴者数）
町田市新庁舎建設設計者選定委員会　 １回１６５人
建築審査会　　　　　　　　　　　　 １回 ０人

■非公開とした主な会議　　　　　　（開催回数）
民生委員推薦会　　　　　　　　　　　　　３回
町田市認定農業者審査会　　　　　　　　　２回
町田市立学校結核対策委員会　　　　　　　４回
就学相談会　　　　　　　　　　　　　　　１０回

合　計非公開一部
公開公　開区　分

６４１４３５２対象となる
会議の数

７１３５８３６５２開催回数

５１６－１６５３５１傍聴者数

会議公開制度の運用状況

町田市基本構想・基本計画 　５００円
まちだ政策研究誌　窓ＮＯ．２ 　５００円
町田市における「自治基本条例」の
あり方について（答申） 　３００円
主要な実施計画事業（２００５～２００７年度） 　１００円
町田市新庁舎建設基本計画 　２００円
新・町田市行財政改革プラン　２００５年度行動計画
 　５００円
予算書（２００６年度当初） ３，０００円
新・町田市情報化政策基本プラン 　３００円
年報やまびこ１６ 　６００円
町田市男女平等に関するアンケート調査報告書
 　５００円
まちだの健康福祉（２００５年度） 　３００円
町田市福祉のまちづくり総合推進条例
整備基準等マニュアル ２，０００円
町田市障がい者計画［改訂版］ 　２００円
町田市高齢社会総合計画（第３次改定版）
 　８００円
境川流域散策絵図 　３００円
町田市保健医療計画 　７００円
町田市子どもマスタープラン 　７００円
町田市環境マスタープラン １，４００円
町田市環境白書２００５ 　５００円
清掃事業概要（２００４年度） 　３００円
町田市都市計画マスタープラン ２，０００円
町田市交通マスタープラン １，４００円
都市計画図（１／２００００） 　７００円
町田市全図（１／２００００） 　３００円
町田市北部・南部・西部図面（１／１００００）
 各３００円
宅地造成の手引 １，０００円
町田市緑の基本計画 １，０００円
まちだエコプラン １，０００円
町田の歴史をたどる 　５００円
自由民権１７・１８・１９ 各５００円
山上卓樹・カクと武相のキリスト教
（民権ブックス１９） 　５００円
発掘された町田の遺跡 　７００円
翻刻　筑井紀行 　３００円
町田市下水道設計指針 ２，０００円
町田市下水道関係例規集・排水設備指針 １，２００円

販売している主な刊行物

合計
決定区分別件数開示等

請求の
件数 不存在非

開示等
部分
開示等開示等

４３２５０５１３３５

個
人
情
報
保
護
制
度

合計
決定区分別件数公開

請求の
件数

存否応
答拒否

不
存在

非
公開

部分
公開公開

９７０１５４４９２９８０
（６）

情
報
公
開
制
度

会
議
公
開
制
度

2�0�0�5�年�度�の�運�用�状�況�2�0�0�5�年�度�の�運�用�状�況�

口
で
ご
確
認
下
さ
い
。
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まちだ市民大学�まちだ市民大学�
ＨＡＴＳ�ＨＡＴＳ�

後期講座受講生募集�

まちだ市民大学�
ＨＡＴＳ�

後期講座受講生募集�
□�問�1７２９・１１９５７２９・１１９５�1７２９・１１９５�□�問�

　

２
０
０
６
年
度
後
期
講
座
の
募
集
が

始
ま
り
ま
す
。
募
集
案
内
の
冊
子
は
、

７
月　

日
か
ら
、
市
役
所
本
庁
舎
、
森

２１

野
分
庁
舎
、
各
図
書
館
、
各
市
民
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
主
な
市
の
施
設
で
配
布
し

ま
す
。
学
び
を
通
し
て
新
し
い
出
会
い

が
で
き
る
市
民
大
学
で
一
緒
に
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

〈
申
し
込
み
〉

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学

で
、
毎
回
出
席
可
能
（
特
別
な
事
情
を

除
く
）
な
方 

※
た
だ
し
、
「
陶
芸
入
門
講
座
」
は
初

め
て
受
講
の
方
に
限
り
ま
す
。
ま
た
、

「
町
田
の
郷
土
史
Ⅱ
（
明
治
か
ら
現
代

ま
で
）
」
は
応
募
者
多
数
の
場
合
、
初

め
て
受
講
さ
れ
る
方
が
優
先
と
な
り
ま

す
。

○
参
加
費　

「
陶
芸
入
門
講
座
」
は
１

万
円
、
そ
の
他
は
２
千
円

○
申
し
込
み　

募
集
案
内
添
付
の
往
復

ハ
ガ
キ
、
ま
た
は
市
販
の
往
復
ハ
ガ
キ

に
希
望
す
る
講
座
名
・
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
・
職
業
・
電
話

番
号
を
明
記
し
、
返
信
用
に
も
あ
て
先

を
書
い
て
、
８
月　

日
ま
で
（
必
着
）

１８

に
ま
ち
だ
市
民
大
学
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｓ
（
〒　
１９４

－

０
０
２
２
、
町
田
市
森
野
１－

　

－３３

　

、
森
野
分
庁
舎
内
）
へ
郵
送
し
て
下

１０さ
い
。

※
申
込
者
本
人
の
受
講
に
限
り
ま
す
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り

ま
す
。

　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
投
映
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
星
の
魅
力
を
紹

介
し
ま
す
。

○
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
投
影
時
間　

午
前

　

時　

分
、
午
後
１
時　

分
、
２
時　

１０

３０

３０

３０

分
（
各
回　

分
〜　

分
）

１５

２０

※
８
月　

日
は
投
映
し
ま
せ
ん
。

２７

○
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

３０

【
講
演
会
】

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

〈
宇
宙
と
人
類　

五
つ
の
歴
史
〉

○
日
時　

８
月　

日
（
日
）
午
後
１
時

２０

　

分
か
ら

３０○
講
師　

国
立
天
文
台
す
ば
る
室
教
授

・
野
口
邦
男
氏

〈
野
尻
抱
影
の
世
界
〉

○
日
時　

８
月　

日
（
土
）
午
後
１
時

２６

　

分
か
ら

３０○
講
師　

野
尻
抱
影
研
究
家
・
児
玉
光

義
氏

【
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
解
体
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
】

　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
内
部
を
お
見
せ

し
ま
す
。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
期
日　

８
月　

日
（
土
）
、　

日

１９

２７

（
日
）

○
時
間　

①
午
前　

時
②
午
後
３
時

１１

【
望
遠
鏡
を
つ
く
ろ
う
】

○
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
校
中
高
学

年
の
方
、
親
子
参
加
も
可

○
期
日　

８
月
５
日
（
土
）
、　

日
１０

（
木
）

○
時
間　

①
午
前　

時
②
午
後
３
時

１１

○
定
員　

各　

人
（
抽
選
）

１５

○
費
用　

１
５
０
０
円
（
キ
ッ
ト
代
、

当
日
徴
収
）

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
希
望
日

時
・
住
所
・
氏
名
・
学
年
・
電
話
番
号

を
明
記
し
、
８
月
１
日
ま
で
（
必
着
）

に
町
田
市
立
博
物
館
（
〒　

－

０
０
３

１９４

２
、
本
町
田
３
５
６
２
）
へ
。

【
夏
休
み
子
ど
も
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
】

　

３
歳
〜
中
学
生
を
対
象
に
、
会
期

中
、
展
覧
会
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
市
立
博

物
館
、
中
央
図
書
館
、
東
急
町
田
ス
タ

ー
ホ
ー
ル
に
設
置
し
て
あ
る
ス
タ
ン
プ

を
集
め
る
と
、
ス
タ
ー
ホ
ー
ル
の
招
待

券
に
な
り
ま
す
！

□問
 

町
田
市
立
博
物
館
11
７
２
６
・
１
５

３
１

時間：午後６時３０分～午後
８時３０分（例外あり）・会
場：森野分庁舎・定員６０人

「町田の郷土史Ⅱ」
明治から現代まで

　町田の歴史を学ぶための入門的な講座です。郷土史を知る上で明治
から現代まで必要な事柄を時代をおって学習していきます。

講　師テーマ・内容期日
（市民大学推進係） 
町田地方史研究会会員
 飯田俊郎

（オリエンテーション） 
基調講義 
「町田市の特徴－どんなまちか! ?」

９／１４
（木）

東京成徳大学教授 鶴巻孝雄
明治維新と町田
－戊辰戦争・文明開化・自
由民権運動－

９／２１
（木）

女性史研究家 江刺昭子町田の女性と若者 
－石阪美那、登志を中心に－

９／２８
（木）

自由民権資料館学芸員
明治後期から大正の町田 
－東京府移管・戦争・青年
文芸運動－

１０／５
（木）

町田市文化財保護審議会委員
 薄井清

大正時代の町田 
－関東大震災を考える－

１０／１２
（木）

自由民権資料館学芸員
現地学習「目で確かめる町
田の歴史」
－自由民権資料館　他－

１０／１５
（日）

町田地方史研究会会員
 森山兼光

絹の道と原町田
－市場から商店街へ－

１０／２６
（木）

元町田市戦時資料収集委員会委員
 　森山兼光

戦争時代の町田
－軍事施設・空襲－

１１／２
（木）

町田市文化財保護審議会委員
薄井清

純農村から住宅団地都市へ 
－養蚕・三ツ葉・酪農・農
住団地－

１１／９
（木）

財）町田市文化・国際交流財団
専務理事 森口克弘

町田市の誕生 
－多摩丘陵にはばたく市民
文化都市へ－

１１／１６
（木）

町田市立博物館副館長民俗の変貌
－町田の年中行事－

１１／３０
（木）

プログラム委員
飯田俊郎・薄井清・金井和夫 
小島政孝・鶴巻孝雄・森山兼光 

最終回「受講のまとめ」 
受講生同士のグループディ
スカッション・発表 
閉講式

１２／７
（木）

時間：午後６時～午後８時
（例外あり）・会場：森野
分庁舎・定員６０人

「まちだ市民環境講座」 
生活と安全

　環境危機を乗り越えていくために、世界でも地域でも様々な努力が重ねられ
ています。今回は特に、緊急課題である「生活の中の安全」を中心に、私たち
のまち・町田の環境問題への取り組み学びます。

講　師テーマ・内容期日
（市民大学推進係）

和光大学助教授 堂前雅史

（オリエンテーション） 
生活の中のリスク
－ＢＳＥ・遺伝子組み換えか
ら考える－

９／１６
（土）

和光大学教授 最首悟水俣にみる環境汚染
 【公開講座】

９／３０
（土）

東京医科歯科大学名誉教授 
人間総合科学大学教授 藤田紘一郎

水と安全
－世界の水・日本の水－

１０／７
（土）

北里大学名誉教授 
北里研究所顧問 石川哲生活の中の化学物質１０／１４

（土）
東京都河川部計画課副参事　
（中小河川計画担当） 長島修一町田の河川の未来１０／２８

（土）
町田市環境・産業部職員 
（コメンテーター）
慶應義塾大学教授 岸由二

町田の谷戸山の未来　１１／１１
（土）

ごみジャーナリスト 江尻京子 
町田市清掃事業部ごみ減量課職員ごみ有料化から１年１１／１８

（土）

一橋大学講師　山下　英俊
日本のごみ、中国へ行く
－国際リサイクルの実態とメ
カニズム－

１１／２５
（土）

町田市教育センター所員 
小山田小学校長 西岡郁雄 
（コーディネーター） 
和光大学助教授 堂前雅史

環境教育 【公開講座】 
－子どもと地域と環境－

１２／２
（土）

町田市環境・産業部環境保全課職員

町田市環境白書 
－環境の保全に向けた取り組
みに対する評価と課題－ 
最終回へ向けての話し合い

１２／９
（土）

プログラム委員 
江尻京子・岸由二・田村勝司 
堂前雅史・深見幹朗・山口拓郎

学習のまとめ 
ワークショップ 
「私たちに何ができるか」

１２／１６
（土）

時間：午後６時３０分～
午後８時３０分（例外あ
り）・会場：森野分庁
舎・定員６０人

「人間科学」 
現代の「生老病死」をみつめる
　医療の発達がもたらす諸問題と生命の誕生から死までについ
て、人権と生命倫理の観点から学びます。

講　師テーマ・内容期日

（市民大学推進係） 
東京医科歯科大学助
教授 田中智彦

（オリエンテーション） 
生きて在ること
―生命倫理への問い― 

９／１５
（金）

明治学院大学教授 
柘植あづみ

つくられる欲望と管理される身
体・生命
―不妊治療・胎児診断・生殖技術―

９／２２
（金）

和光大学助教授
 堂前雅史

私たちの社会と生命科学
―生物としての人間の自己同一性―

１０／６
（金）

東北福祉大学客員教
授・医師 宇野正威

脳と心
―うつと認知症をめぐって―

１０／１３
（金）

ハンセン病弁護団連
絡協議会　
事務局長 安原幸彦

医療と人権
―ハンセン病から考える―　

１０／２０
（金）

映画監督
 宮崎信恵

ハンセン病と元患者の人権
―映画「風の舞」を製作して―

１０／２７
（金）

東京理科大学教授 
田沼靖一

ヒトはどうして老いるのか
―老化・寿命の科学―　

１１／１０
（金）

北里大学名誉教授 
立川昭二

医と死の文化史 【公開講座】
―美術が語る生老病死―

１１／１８
（土）

ノンフィクション
作家 向井承子

病と向き合う
―医療技術と制度のはざまで―

１１／２４
（金）

西嶋医院院長
 西嶋公子町田で終末期医療にかかわって１２／１

（金）

東京大学助教授
 市野川容孝

人間の尊厳について
―生と死の自己決定権の危うさ―

１２／８
（金）

神奈川大学助教授 
星野澄子

学びを終えて
（話し合いとまとめ）

１２／１５
（金）

時間：午後６時３０分～午後８
時３０分（例外あり）・会場：
森野分庁舎・定員６０人

「まちだ市民国際学」 
現代の戦争と平和を考える

　現代の戦争や武力紛争の特徴は、戦争主体の国家や集団の多様性や背景が大
変複雑になっていることです。今日の戦争や武力紛争について改めて学び、私
たちが平和をつくるために具体的に何ができるかを考えます。

講　師テーマ・内容期　日
（市民大学推進係）
一橋大学大学院教授 

内藤正典

（オリエンテーション）
現代の戦争とイスラーム９／１２（火）

フェリス女学院大学教授　
横山正樹

平和とは何か
－非正規性の時代の暴力と平和学－９／１９（火）

成蹊大学教授
　遠藤誠治

平和・軍縮と多国間外交
－アメリカと国連を中心に―９／２６（火）

中東調査会主席研究員
 中島勇

中東における戦争と平和Ⅰ
－パレスチナ問題－１０／３（火）

中東調査会上席研究員
 大野元裕

中東における戦争と平和Ⅱ
―中東情勢、イラクを中心にしてー１０／１０（火）

映画プロデューサー
早乙女愛軍隊を捨てた国、コスタリカ１０／１７（火）

映像ジャーナリスト
綿井健陽戦争とメディア１０／２４（火）

朝日新聞社 松本仁一子ども兵士、アフリカ１０／３１（火）
元早稲田大学教授

中原道子女性と戦争１１／７（火）

成蹊大学・東京経済大学講師
カンボジア教育支援基金代表
 阿木幸男

非暴力ワークショップ
－社会を変革するためのワークシ
ョップ－

１１／１４（火）

市民団体の方など町田での取り組み１１／２８（火）
国際民衆保健協議会（IPHC）
日本連絡事務所代表
 池住義憲

地域から平和を創る
－憲法９条、私たちの生き方、
私たちにできること－

１２／１２（火）

時間：午前９時３０分～午
前１１時３０分・場所：総合
体育館・定員５０人

「心と体の元気学」
ゲームを楽しもう、そして仲間づくりも

ネオテニスやキンボールなどのニュースポーツで力を合わせてチームプレイを楽しみましょう。
講　師テーマ・内容期　日

スポーツ指導者　
竹内伊久

ソフトバレー①
初心者対象の講座です。楽しく身体を動かしましょう。９／１５（金）

スポーツ指導者
　竹内伊久

ソフトバレー②
チームプレーで心を合わせてゲームを楽しみましょう。９／２２（金）

大和市阿波踊り実行委員 
流石香織

阿波踊り①
（初めて阿波踊りをする方の基礎講座）９／２９（金）

大和市阿波踊り実行委員 
流石香織阿波踊り②１０／６（金）

心と体の元気学スタッフ
ネオテニス①
室内で行う「新しいテニス」です。バドミントンラケッ
トでスポンジボールを打ち合います。

１０／１３（金）

心と体の元気学スタッフ
ネオテニス②
ゲームを楽しみ、ネオテニスのスリルと面白さを満喫し
ましょう。

１０／２０（金）

カローリング協会認定講師
 北村茂

カローリング①
氷上のカーリングから考案されたスポーツを楽しみましょう。１０／２７（金）

カローリング協会認定講師
 北村茂

カローリング②
ポイントゾーンを目標に投球し、得点を競いましょう。１１／１０（金）

東京都キンボール連盟
副理事長 鈴木ゆみ江

キンボール①
巨大ボール〔直径１２２cm〕を使う球技です。１１／１７（金）

東京都キンボール連盟
副理事長 鈴木ゆみ江

キンボール②
ゲームを皆で楽しみましょう。１１／２４（金）

※通常の運動に支障のある方、現在治療中の方は医師にご相談の上お申し込み下さい。
※総合体育館駐車場は有料です。
※体育館内で履く運動靴が必要です。

陶芸入門講座
　初心者を対象に創作の喜びと楽
しみを味わいながら、基本的な技
法を学びます
講師：須藤紅洲・会場：陶芸スタジ

オ（下小山田町）・定員２４人
時間：午後２時～（２時間程度）

テーマ・内容期　日
開講
花器（練り込み）９／９（土）

土器９／１６（土）
茶碗９／３０（土）
古代壷
（その１）１０／７（土）

古代壷
（その２）１０／１４（土）

土器・野焼き
（２回成形の土器）１０／２８（土）

陶板
（浮き彫り）１１／１１（土）

自由制作
（手捻り）１１／２５（土）

窯出し・鑑賞・講評
閉講１２／１６（土）

◆１０月２８日（土）大地沢青少年セ
ンターにて、第２回成形・土器の
野焼きを行います。雨天の場合は
１０月２９日（日）に行います。詳細
は講座でお知らせします。

　中小企業退職金共済制度は、中小企業で働

く従業員のための外部積立型の国の退職金制

度です。適格年金制度は、平成２４年３月３１日

までに他の年金制度等に移行するなどの対応

が必要です。中退共制度へ移行する際、適格

年金資産の全額を移換することができます。

制度についての問合わせは

　　　　中退共本部11０３・３４３６・０１５１

□問 経済振興課11７２４・２１２８

―適格退職年金制度から―適格退職年金制度から�
　　　中退共制度へ移行ができます―　　　中退共制度へ移行ができます―�

退職金づくりは中退共で�退職金づくりは中退共で�
―適格退職年金制度から�
　　　中退共制度へ移行ができます―�

夏
休
み
特
別
展
示�

「
星
空
に
あ
こ
が
れ
て�

　
　
　
プ
ラ
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タ
リ
ウ
ム
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天
体
望
遠
鏡
」�

－�
７
月
25
日（
火
）〜
８
月
31
日（
木
）�休館日　月曜日�
開館時間　午前９時～午後４時３０分�
休館日　月曜日�
開館時間　午前９時～午後４時３０分�
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電
話
で
お
答
え
し
ま
す

町
田
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

町田市コールセンター11０４２・７２４・５６５６

８月のＢＣＧ予防接種のご案内　□問 健康課11７２５・５４２２
内　容対　象時　間期　日会　場

ＢＣＧ予
防接種

持ち物
（母子手
帳、予診
票）

３か月～
６か月未
満の子ど
も

午前１０時　　
　～１１時３０分

１日（火）鶴川市民
センター

４日（金）小山市民
センター

午前１０時　　
　～１１時３０分
午後１時３０分
～３時　

２１日（月）健康福祉
会 館

８月の母子健康案内　□問 健康課11７２５・５４２２
内　容対　象時　間期　日会　場事業名
快適なマタニ
ティライフの
ために

１日目

１６～２５
週の妊
婦

午後１時３０分
～４時　

４日（金）

健康福祉会館

もうすぐママ・
パパのための　
ぷれぴよクラス
（母親学級）

－４日間コース－
（申し込み制）

妊娠中の日常生
活と保育、妊婦
体操（実習）

２日目１１日（金）

歯の衛生、生
活と栄養３日目１８日（金）

もく浴法、呼
吸法（実習）４日目午前１０時～　

午後０時３０分２６日（土）

離乳食の進め方のお
話と試食

４～５
か月児

午前９時５５分
　～１１時４５分
受付
午前９時３０分

から

２日（水）
または

２４日（木）
初
期

健康福祉会館
離乳食講習会

（申し込み制） 離乳食後期のお話と
試食、歯の話

８～９
か月児

１８日
（金）

後
期

身長・体重測定、保
育相談、栄養相談、
母性相談、家族計画
の相談

２か月
児～就
学前

受付
午前９時４５分
　～１１時３０分
午後１時３０分
～３時　

７、１４、２１、
２８日（月）健康福祉会館

乳幼児母性相談
１１日（金）子どもセンターばあん
３日（木）鶴 川 分 館
１６日（水）健康相談室　忠生
９日（水）堺市民センター

栄

養

教

室

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
高

齢
者
福
祉
課
（
11
７
２
４
・
２
１
４

６
）
へ
。

○
日
時　

８
月
２
日
（
水
）
午
後
６
時

〜
７
時　

分
３０

○
会
場　

健
康
福
祉
会
館
２
階
健
康
教

育
室

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１０

第
１
回
町
田
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー

運

営

協

議

会

【
夏
休
み
を
親
子
で
一
緒
に
食
体
験
】

　
　
　

健
康
課
11
７
２
５
・
５
１
７
８

　

料
理
を
し
て
、
食
べ
る
だ
け
で
は
得

骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
事
業

　

骨
粗
し
ょ
う
症
と
言
わ
れ
る
前
に
自

分
の
骨
量
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
せ
ん
か
。

○
対
象　

市
内
在
住
で
、
今
年
度
（
平

成　

年
４
月
１
日
〜
平
成　

年
３
月　

１８

１９

３１

日
）
の
誕
生
日
で　

歳
・　

歳
・　

歳

４０

４５

５０

・　

歳
・　

歳
・　

歳
及
び　

歳
と
な

５５

６０

６５

７０

る
女
性

○
日
時　

９
月　

日
（
火
）

１２

※
時
間
は
追
っ
て
通
知
し
ま
す
。

○
会
場　

健
康
福
祉
会
館

○
内
容　

①
保
健
師
、
栄
養
士
の
話
②

骨
量
測
定
③
個
別
相
談

○
費
用　

６
０
０
円

【
非
負
担
に
つ
い
て
】

　

次
の
方
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

○
○福
 

医
療
証
を
お
持
ち
の
方

○
○老
 

老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証
を
お

持
ち
の
方

○
高
齢
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方

○
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

○
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
方

○
定
員　

１
４
０
人
（
抽
選
）

○
申
し
込
み　

ハ
ガ
キ
（
１
人
１
枚
）

に
「
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
事
業
申
し
込

み
」
と
書
き
、
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
・
年
齢
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号

を
明
記
し
、
８
月
８
日
ま
で
（
消
印
有

効
）
に
健
康
課
（
〒　

－

０
０
１
３
、

１９４

原
町
田
５－

８－

　

、
健
康
福
祉
会
館

２１

内
、
11
７
２
５
・
５
１
７
８
）
へ
。

　

動
物
の
適
正
飼
養
と
愛
護
の
普
及
の

た
め
に
必
要
な
対
策
・
施
策
を
市
長
に

報
告
す
る
「
町
田
市
動
物
と
の
共
生
を

考
え
る
懇
談
会
」
を
設
置
し
ま
す
。
つ

い
て
は
、
市
民
委
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
募
集
期
間
は
７
月　

日
（
月
）
ま

３１

で
で
す
。
応
募
方
法
等
の
詳
細
は
環
境

保
全
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

□問
 

環
境
保
全
課
11
７
２
４
・
２
７
１
１

町
田
市
動
物
と
の
共
生
を
考
え
る
懇
談

会

市

民

委

員

○
資
格　

保
健
師
資
格
を
お
持
ち
で
相

談
業
務
の
経
験
の
あ
る
方

○
勤
務
期
間　

９
月
１
日
か
ら
６
か
月

（
更
新
有
り
）

○
勤
務
日　

月　

日
（
祝
・
休
日
を
除

１６

く
月
〜
金
曜
日
）

○
勤
務
時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午
後

３０

５
時

○
勤
務
場
所　

町
田
市
子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー

○
募
集
人
員　

１
人

○
申
し
込
み　

写
真
を
張
っ
た
履
歴
書

と
資
格
証
明
書
の
写
し
を
郵
送
で
８
月

　

日
ま
で
（
必
着
）
に
子
ど
も
家
庭
支

１１援
セ
ン
タ
ー
（
〒　

－

０
０
２
２
、
森

１９４

野
３－

　

－

　

、
11
７
１
０
・
１
５
２

１１

１６

５
）
へ
。

町
田
市
地
域
福
祉
計
画
実
行
委
員
会

臨

時

職

員

　

各
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
に
在
籍
す
る
学

童
（
障
が
い
児
を
含
む
）
の
保
育
及
び

介
助
の
仕
事
で
す
。

○
資
格　

小
学
校
教
諭
免
許
、
幼
稚
園

教
諭
免
許
、
保
育
士
の
い
ず
れ
か
の
資

格
を
お
持
ち
の
方

○
勤
務
日　

月
〜
土
曜
日
（
指
定
さ
れ

た
日
）

○
勤
務
時
間　

午
後
２
時
〜
６
時
（
学

町
田
市
学
童
保
育
ク
ラ
ブ

臨

時

指

導

員

ひ
な
た
村
利
用
予
約

【
カ
リ
ヨ
ン
ホ
ー
ル
】

　

２
０
０
７
年
２
月
分
の
カ
リ
ヨ
ン
ホ

ー
ル
利
用
者
の
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。

　

地
域
福
祉
の
実
現
に
は
、
多
様
な
世

代
の
市
民
の
主
体
的
な
活
動
と
連
携
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
市
で
は
町
田
市
地
域

福
祉
計
画
実
行
委
員
会
を
設
置
す
る
に

当
た
り
、
市
民
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

○
資
格　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
で

　

歳
以
上
の
方

１８※
た
だ
し
、
す
で
に
町
田
市
の
他
の
審

議
会
等
の
委
員
に
な
っ
て
い
る
方
は
、

ご
遠
慮
下
さ
い
。

○
委
嘱
期
間　

９
月
下
旬
〜
２
０
０
８

年
３
月

○
会
議　

月
１
回
程
度
（
平
日
、
昼

間
）
、
そ
の
他
自
主
的
な
グ
ル
ー
プ
活

動
有
り

○
募
集
人
員　

５
人
（　

〜　

歳
代
、

１８

２０

　

歳
代
、　

歳
代
、　

歳
代
、　

歳
代

３０

４０

５０

６０

各
１
人
）

○
申
し
込
み　

「
地
域
福
祉
を
実
行
す

る
た
め
に
」
に
つ
い
て
、
１
２
０
０
字

以
内
に
ま
と
め
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
職
業
・
電
話
番
号
を
明
記
し
て
直
接

ま
た
は
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
８
月
４
日
ま

で
（
消
印
有
効
）
に
福
祉
総
務
課
（
〒

　

－

８
５
２
０
、
中
町
１－

　

－

　

、

１９４

２０

２３

11
７
２
４
・
２
１
３
３
、
6
７
２
４
・

１
１
８
７
）
へ
。

公
募
市
民
委
員

※
書
類
選
考
の
う
え
、
後
日
、
対
象
者

の
み
面
接
を
行
い
ま
す
。
結
果
は
全
員

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町
田
市
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

８
月
６
日
（
日
）
午
前
９
時
ま
で
に
使

用
料
金
を
お
つ
り
の
な
い
よ
う
に
お
持

ち
に
な
り
ひ
な
た
村
へ
お
い
で
下
さ

い
。

　

な
お
、
１
日
〜
４
日
の
全
日
、　

日
１７

・　

日
の
午
前
午
後
、
５
日
・
９
日
・

１８

　

日
・　

日
・　

日
・　

日
の
午
前
は

１６

１９

２３

２６

主
催
事
業
等
の
た
め
利
用
で
き
ま
せ

ん
。

※
こ
の
ほ
か
、
急
き
ょ
主
催
事
業
等
が

入
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

下
さ
い
。

※
同
ホ
ー
ル
で
は
金
銭
を
徴
収
し
て
の

催
し
は
で
き
ま
せ
ん
。

８
月
１
日
（
火
）
＝
な
る
せ
駅
前
市
民
セ
ン
タ
ー

８
月
３
日
（
木
）
＝
忠
生
市
民
セ
ン
タ
ー

８
月
８
日
（
火
）
＝
堺
市
民
セ
ン
タ
ー

８
月　

日
（
木
）
＝
南
市
民
セ
ン
タ
ー

１０

８
月　

日
（
木
）
＝
鶴
川
市
民
セ
ン
タ
ー

１７

　

教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
月
出
張

教
育
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

不
登
校
、
非
行
、
勉
強
や
進
路
の

悩
み
、
親
と
子
の
関
係
な
ど
で
お
困

り
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ

い
。
専
門
の
相
談
員
が
お
答
え
し
ま

す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

○
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

※
相
談
希
望
の
方
は
、
事
前
に
電
話

を
し
て
下
さ
い
。

□問
 

教
育
セ
ン
タ
ー
11
７
９
２
・
６
５

４
６

出張
教育相談

○
募
集
業
種　

①
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
…
町
田
地
区
＝
１
か
所
②
認
知

症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
…
町
田
地
区

＝
２
ユ
ニ
ッ
ト

　

再
公
募
の
要
項
は
、
８
月
末
ま
で
配

布
し
ま
す
。
応
募
の
締
め
切
り
は
９
月

　

日
（
金
）
で
す
。

２２○
再
公
募
要
項
配
布
場
所　

高
齢
者
福

祉
課
（
健
康
福
祉
会
館
分
館
内
）

□問
 

高
齢
者
福
祉
課
11
７
２
１
・
０
９
１

２ ２
０
０
６
年
度
町
田
市
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の

再

公

募

○
講
師　

同
館
学
芸
担
当

〈
末
広
鉄
腸
と
そ
の
時
代－

自
由
民
権

運
動
の
行
方－

〉

○
期
日　
　

月　

日
（
土
）

１０

２８

○
講
師　

宮
内
庁
書
陵
部
編
修
課
研
究

職
員
・
真
辺
美
佐
氏◇

○
時
間　

午
後
２
時
〜
４
時

○
会
場　

同
館
閲
覧
室

○
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

４０

○
申
し
込
み　

当
日
午
後
１
時
か
ら
受

付
開
始

□問
 

自
由
民
権
資
料
館
11
７
３
４
・
４
５

０
８

　

紹
介
で
き
ず
に
現
在
に
至
っ
て
い
る

史
料
も
含
め
収
蔵
史
料
展
を
前
期
・
後

期
（
全
史
料
を
入
れ
替
え
）
の
２
回
に

分
け
て
開
催
し
ま
す
。

○
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
入
館
は
４
時　

分
ま
で
）

３０

○
休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
の
時
は
そ

の
翌
日
）

【
講
演
会
】

〈
忠
生
村
の
日
露
戦
争
〉

○
期
日　

８
月　

日
（
日
）

２０

○
講
師　

都
立
高
校
教
諭
・
河
合
敦
氏

〈
幕
末
の
動
乱
と
町
田
の
村
々
〉

○
期
日　
　

月
１
日
（
日
）

１０

ら
れ
な
い
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
ょ

う
。

○
対
象　

市
内
在
住
の
親
子
（
３
〜
８

歳
）

○
日
時　

８
月
９
日
（
水
）
午
前
９
時

　

分
〜
午
後
０
時　

分

３０

３０

○
会
場　

健
康
福
祉
会
館

○
内
容　

栄
養
士
講
話
、
調
理
実
習
、

会
食

○
予
定
献
立　

パ
ン
作
り

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２４

○
費
用　

親
子
１
組
で
５
０
０
円

○
申
し
込
み　

８
月
１
日
ま
で
に
電
話

で
健
康
課
へ
。

校
休
業
日
は
午
前
８
時　

分
か
ら
の
勤

３０

務
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
学
童
の
登
所
状

況
に
よ
り
変
更
が
あ
り
ま
す
）

○
勤
務
場
所　

市
の
運
営
す
る
学
童
保

育
ク
ラ
ブ

○
募
集
人
員　

若
干
名

○
申
し
込
み　

写
真
を
張
っ
た
履
歴
書

と
資
格
証
明
書
の
写
し
を
、
７
月　

日
２６

ま
で
に
、
直
接
児
童
青
少
年
課
（
11
７

２
４
・
２
１
８
２
）
へ
。

　

国
民
健
康
保
険
税
の
お
支
払
い

や
、
ご
相
談
を
お
受
け
す
る
日
曜
支

払
い
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
当

日
は
各
種
届
け
出
も
お
受
け
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
。

○
日
時　

８
月
６
日
（
日
）
午
前
９

時
〜
午
後
４
時

○
会
場　

国
保
年
金
課
（
市
役
所

４
階
）

□問
 

国
保
年
金
課
11
７
２
４
・
２
１
２

５

日
曜
支
払
い
相
談

窓
口
を
開
設
し
ま
す

 
国
民
健
康
保
険

自
由
民
権
資
料
館
開
館　

周
年
記
念

２０

収収
蔵蔵
史史
料料
展展

前
期：

７
月　

日
（
土
）

２９〜
９
月　

日
（
日
）

１０

後
期：

９
月　

日
（
祝
）

２３〜　

月
５
日
（
日
）

１１

　

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
任
期
満

了
（　

月　

日
）
に
伴
い
、　

月
１

１０

１１

１０

日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
町
田
市
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
の
立
候
補
予
定
者

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時　

９
月
１
日
（
金
）
午
後
１

時　

分
か
ら

３０

○
会
場　

市
役
所
森
野
分
庁
舎
２
階

第
２
会
議
室

※
会
場
の
都
合
に
よ
り
、
出
席
者
は

１
候
補
者
に
つ
き
２
人
以
内
に
限
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

□問
 

町
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

11
７
２
４
・
２
１
６
８

農
業
委
員
会
委
員
選
挙

農
業
委
員
会
委
員
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

立
候
補
予
定
者
説
明
会

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
サ
ー
ビ
ス
】

　
　

月
分
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
サ
ー
ビ
ス
利

１０
用
者
の
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。
８
月
６

日
（
日
）
午
前　

時
ま
で
に
ひ
な
た
村

１０

へ
お
い
で
下
さ
い
。

　

な
お
、
１
日
、　

日
は
主
催
事
業
等

１３

の
た
め
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き

る
の
は
１
日
１
団
体
の
み
で
す
。

※
平
日
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
サ
ー
ビ
ス
を
ご

希
望
の
方
は
ご
相
談
下
さ
い
。

※
ひ
な
た
村
は
、
第
１
・
３
火
曜
日
、

祝
日
の
翌
日
が
お
休
み
で
す
。

□問
 

ひ
な
た
村
11
７
２
２
・
５
７
３
６

予
防
接
種

２００６．　．　（　） ７ ２１６ 町田市コールセンター11０４２・７２４・５６５６

11
７
２
４
・
５
６
５
６

6
７
２
４
・
５
６
０
０

皆
さ
ん
の
質
問
に

町
田
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

安全第一�
ですよ！�

シルバーくん�

町
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

森森
野野
１１
のの
１１
のの

わわ
くく
わわ
くく
ププ
ララ
ザザ
町町
田田
内内

１１５５

11
77
22
33
・・
22
11
44
77
、、66
77
22
44
・・
00
44
00
77

hhttttpp
::////ww
ww
ww
..bb
bb
..ww
aakkww
aakk..ccoo

mm
//̃̃mm
aacchhiidd

aa－－ sscc

会会
員員
数数

男男
性性
２２
６６
７７
２２
人人
・・
女女
性性
９９
１１
７７
人人

合合

計計

３３
55
９９
１１
人人
（（
７７
月月
１１
日日
現現
在在
））

　

町
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、　

歳
以
上
の

６０

働
く
意
欲
を
持
っ
た
元
気
な
方
を
構
成
員
と
し
、
一
般

家
庭
・
事
業
所
・
官
公
庁
か
ら
の
仕
事
を
請
負
い
、
会

員
の
希
望
に
沿
っ
た
仕
事
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
会
員
は
、
豊
か
な
経
験
と
知
識
で
、
お

互
い
に
協
力
し
助
け
合
っ
て
成
し
遂
げ
る
と
い
う
「
共

働
・
共
助
」
の
理
念
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し
て
い
ま

す
。

小
田
急
線�

至 相模大野�

至 玉川学園�

バスセンター�

バスセンターから徒歩４分�

スーパー�

ＪＲ横浜線�

市民ホール�

接骨院�

美容室�
公社 森野住宅�

至 八王子�

わくわくプラザ町田�

ＪＲ町田駅�

町
田
駅�

暮らしを明るくする
シルバーサービスメニュー

○多岐にわたる専門分野
　● パソコン操作　　● 賞状、あて名書き
　● ホームページ作成
　● 受付事務　　　
　● 各種イベント司会
　● 経理事務　　　　● 各種講座の講師
　● 駐車場管理　　　● 家庭教師
　● 施設管理
　● 牛乳パック再利用・講習と販売

○細かいところに気を配り
信頼集める技能サービス

　● エアコン、換気扇洗浄
　● クロス張替え　　● 網戸張替え
　● 家屋の修理　　　● 刃物砥ぎ
　● 樹木 剪 定　　　　● 障子、襖張替え

せん

○心をとどける家事サービス
　● 散歩や趣味のお相手
　● 窓拭き　　　　
　● 掃除、洗濯
　● 買い物、食事作り
　● 庭木の水遣り　
　● 物置の整理　　
　● 片付け
　● 除草

仕
事
の

仕
事
のご

依
頼

ご
依
頼

　

仕
事
の
ご
依
頼
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
電
話

下
さ
い
。
ご
相
談
、
お
見
積
も
り
の

上
、
お
客
様
と
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
と
の
間
で
契
約
を
結
び
ま
す
。
ご
依

頼
の
内
容
に
合
わ
せ
て
会
員
が
お
伺
い

し
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
人
材

派
遣
で
は
な
く
、
ま
た
、
依
頼
主
と
仕

事
に
就
く
会
員
と
の
間
に
雇
用
関
係
は

発
生
し
ま
せ
ん
。
な
お
、
危
険
、
有
害

な
仕
事
は
お
引
き
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

　

業
者
に
出
す
ほ
ど
で
は
な
い
ち
ょ
っ

と
し
た
仕
事
な
ど
、
ま
ず
は
、
セ
ン
タ

ー
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　シルバー人材センターは、高齢者が

働くことを通じて、健康と生きがいを

感じることができるような、地域社会

づくりのために活動しています。

●仕事の発注
●契約金の
　支払

●配分金の
　支払

●希望する
　職種の登録

●仕事の受注
●契約内容の
　履行

就業

　

生
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
ひ
と
つ
に

�
た
い
肥
�
の
活
用
が
あ
り
ま
す
。
ダ

ン
ボ
ー
ル
、
み
み
ず
箱
、
電
気
式
な

ど
、
た
い
肥
化
方
法
は
数
多
く
あ
り
ま

す
が
、
今
回
は
た
い
肥
化
容
器
（
コ
ン

ポ
ス
ト
容
器
）
に
よ
る
た
い
肥
に
す
る

方
法
を
簡
単
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

設
置
の
仕
方　

植
木
か
ら
離
し
、
で
き

る
だ
け
日
当
た
り
・
水
は
け
・
風
通
し

の
良
い
場
所
を
選
び
ま
す
。
こ
れ
は
、

微
生
物
が
活
発
に
な
り
、
臭
い
や
虫
の

活
動
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
た
め
で

す
。

　

地
上
型
は
、
土
を
深
さ　

㎝
位
堀

３０

り
、
容
器
の
底
が　

㎝
位
埋
ま
る
よ
う

１０

に
埋
め
戻
し
て
固
定
し
ま
す
（
深
埋
め

も
可
）
。
地
中
型
は
フ
タ
以
外
は
す
べ

て
埋
め
ま
す
。

投
入　

生
ご
み
の
水
切
り
は
必
ず
行

い
、
大
き
い
物
は
小
さ
く
切
り
ま
す
。

毎
回
、
生
ご
み
に
乾
い
た
土
と
、
で
き

れ
ば
枯
葉
・
枯
草
な
ど
も
混
ぜ
て
、
水

分
調
整
、
臭
い
の
軽
減
、
発
酵
分
解
を

促
し
ま
す
。

管
理　

容
器
内
の
水
分
が
多
い
場
合
に

は
、
さ
ら
に
乾
い
た
土
を
か
ぶ
せ
、
天

気
の
良
い
日
に
は
フ
タ
を
開
け
網
を
か

ぶ
せ
ま
す
。
２
週
間
に
１
回
は
ス
コ
ッ

プ
な
ど
で
全
体
を
切
り
返
し
（
混
ぜ
返

し
）
を
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
空
気
が

入
る
の
で
好
気
性
菌
が
活
性
化
し
、
腐

敗
し
ず
ら
く
な
る
の
で
臭
い
も
減
り
、

発
酵
分
解
が
進
み
ま
す
。

虫
対
策　

水
分
調
整
を
十
分
行
っ
た
上

で
、
防
虫
剤
や
発
酵
促
進
剤
を
使
用
し

ま
す
。
発
生
時
に
は
少
量
の
熱
湯
、
あ

る
い
は
消
石
灰
を
か
け
る
と
効
果
的
で

す
。
殺
虫
剤
は
使
わ
な
い
で
下
さ
い
。

出
来
上
が
り
の
目
安　

３
〜
６
か
月
完

熟
し
、
黒
っ
ぽ
く
さ
ら
さ
ら
の
状
態
で

多
少
の
か
び
臭
さ
が
あ
り
ま
す
。

使
い
み
ち　

プ
ラ
ン
タ
ー
や
花
壇
、
家

庭
菜
園
で
た
い
肥
と
し
て
お
使
い
下
さ

い
。

一
次
発
酵　

Ｅ
Ｍ
菌
（
嫌

気
性
有
用
微
生
物
群
）
を
利
用
し
、
一

次
発
酵
た
い
肥
を
つ
く
り
ま
す
。
生
ご

み
と
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
を
そ
の
都
度
混
ぜ
ま

す
。
生
ご
み
の
投
入
は
量
に
か
か
わ
ら

ず
１
週
間
程
度
で
や
め
、
さ
ら
に
１
週

間
程
度
ふ
た
を
開
け
ず
に
そ
の
ま
ま
発

酵
さ
せ
ま
す
。
水
抜
き
は
こ
ま
め
に
し

ま
す
。

た
い
肥
化　

土
を　
２０

㎝
く
ら
い
掘
り
、

一
次
発
酵
た
い
肥
を

掘
っ
た
下
の
方
で
土

と
混
ぜ
合
わ
せ
て
埋

め
戻
し
ま
す
。
夏
場

は
２
週
間
、
冬
場
は

１
か
月
程
度
で
ほ
ぼ

土
の
状
態
に
な
り
ま

す
。
プ
ラ
ン
タ
ー
の

場
合
は
一
例
で
す

が
、
①
赤
土
を
底
に

敷
き
②
培
養
土
を
３
分
の
１
入
れ
③
一

次
発
酵
た
い
肥
と
少
量
の
培
養
土
を
良

く
混
ぜ
た
も
の
を
３
分
の
１
入
れ
ま
す

④
さ
ら
に
培
養
土
を
３
分
の
１
か
ぶ
せ

ま
す
。
夏
場
は
２
週
間
程
度
で
そ
の
ま

ま
種
、
苗
な
ど
を
植
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

た
い
肥
化
容
器
の
使
用
方
法
・
購
入

な
ど
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
ま
た
は
ご
み
減
量
課
へ
。

□問
 

ご
み
減
量
課
11
７
９
７
・
０
５
３

０
、
6
７
９
７
・
５
３
７
４

　

「
新
鮮
で
安
全
な
地
元
産
の
野
菜
が

食
べ
た
い
」
と
い
う
市
民
の
強
い
要
望

と
「
町
田
市
内
で
と
れ
る
農
畜
産
物
を

市
民
に
知
っ
て
も
ら
い
、
旬
の
も
の
の

新
鮮
さ
と
季
節
感
を
味
わ
っ
て
も
ら
お

う
、
そ
し
て
都
市
農
業
へ
の
理
解
を
深

め
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
農
業
者
の

思
い
か
ら
、
町
田
市
認
定
農
業
者
連
絡

協
議
会
の
全
面
協
力
を
得
て
日
曜
朝
市

を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
市
内
の
消
費
者
と
生
産
者
と

の
交
流
・
情
報
交
換
の
場
と
し
て
、
ま

た
、
社
会
的
に
大
き
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
都
市
農
業
の
存
続
の
た
め
市
民
に

町
田
の
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
日
時　

７
月　

日
（
日
）
午
前
７
時

３０

〜
８
時

※
次
回
は
９
月
３
日
（
日
）
開
催

○
会
場　

町
田
市
教
育
セ
ン
タ
ー
校
庭

（
旧
忠
生
第
四
小
学
校
）

※
雨
天
の
場
合
は
同
施
設
体
育
館
で
実

施
。

○
販
売
品
目　

ト
マ
ト
、
ナ
ス
な
ど
の

夏
野
菜
、
卵
、
し
い
た
け
、
花
な
ど

○
交
通　

Ｊ
Ｒ
横
浜
線
「
古
淵
駅
」
よ

り
徒
歩　

分
、
ま
た
は
、
町
田
バ
ス
セ

１０

ン
タ
ー
２
番
乗
り
場
及
び
３
番
乗
り
場

の
境
川
団
地
経
由
の
バ
ス
で
「
境
川
団

地
中
央
」
下
車
バ
ス
停
前

※
駐
車
場
が
少
な
い
た
め
、
公
共
交
通

機
関
を
ご
利
用
下
さ
い
。

□問
 

農
業
振
興
課
11
７
２
４
・
２
１
６
６

　市民皆さんの話し合いを通して、ご
み減量・資源化の具体的方策の検討を
行います。
○対象　市内在住の１８歳以上（４月１
日現在）の方でごみゼロに向けたごみ
の減量・資源化に関心があり、検討さ
れた方策を地域で積極的に実践できる
方
○人員　５０人程度（抽選）
○申し込み　本紙７月１１日号第３部ご
みゼロ市民会議特集の応募専用ハガ
キ（ごみ減量課・各市民センターにあ
ります）に必要事項を明記し、７月
３１日まで（消印有効）にごみ減量課
（11７９７・０５３０）へ。

④�

①�
②�③�

　打ち上げ数は約５，０００発。打上場所と観覧場所
がほど近く、すぐそばに花火が落ちてくるような
大迫力です。特に尺五寸玉の爆音と大きさに圧倒
され、ラストのナイアガラも幻想的です。
○日時　８月１日（火）午後７時３０分～９時
※荒天時は２日（水）に順延する場合あり。
○場所　県立相模湖公園
○交通　ＪＲ中央本線相模湖駅下車、徒歩約５分

□問 相模湖観光協会11０４２・６８４・２６３３

ささががみみ湖湖湖湖上上祭祭花花火火大大会会

祝　新「相模原市」誕生

 相模原相模原
納涼花火大会納涼花火大会

　早打ちとスターマインが中心の 絢  爛 豪華な花火
けん らん

大会です。約８，０００発の花火が相模川の夜空を彩
ります。
○日時　７月３０日（日）午後７時３０分～８時４５分
※荒天時は３１日（月）に順延する場合あり。
○場所　水郷田名相模川高田橋上流
○交通　ＪＲ横浜線淵野辺駅南口から「水郷田
名」行きバスで「高田橋」下車（通常３０分、混雑
時１２０分）。

□問 相模原市観光振興課11０４２・７６９・８２３６

相模原市�

「「
町町
田田
市市
日日
曜曜
朝朝
市市
」」
開開
催催

ごごみみゼゼロロ
市市民民会会議議委委員員をを
募募集集ししてていいまますす

Vol.20

生ごみの生ごみの�
　たい肥化編　たい肥化編�
生ごみの�
　たい肥化編�
　　　その②�

地
上
型
（
地
上
置
き
）
・
地
中
型
（
地

中
埋
め
込
み
）　
　
　
　
　
　
　
　
　

E
M
菌
活
用

密
閉
型　
　

▲地中型

地上型

▲
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【
①
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
】

○
対
象　

小
学
生
以
上

○
日
時　

７
月　

日
（
土
）
午
後
２
時

２９

〜
４
時

○
内
容　

レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
で
自
分
だ

け
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
作
り
ま
す

南
大
谷
子
ど
も
ク
ラ
ブ

夏
休
み
の
催
し

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

○
費
用　

３
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

【
②
す
て
木
作
品
〜
ふ
み
台
】

○
対
象　

小
学
生
以
上

○
日
時　

８
月
２
日
（
水
）
午
後
２
時

　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

○
内
容　

小
さ
な
す
の
こ
を
使
っ
て
便

利
な
ふ
み
台
を
作
り
ま
す
。
ふ
み
台
を

裏
返
す
と
な
ん
と
本
立
て
に
？

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

○
費
用　

３
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

【
③
す
て
木
作
品
〜
や
っ
と
こ
】

○
対
象　

小
学
生
以
上

○
日
時　

８
月　

日
（
水
）
午
後
２
時

１６

　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

○
内
容　

竹
馬
み
た
い
な
遊
び
道
具
を

作
り
ま
す

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

○
費
用　

２
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

◇

○
申
し
込
み　

①
は
７
月　

日
午
前　

２１

１０

時
か
ら
、
②
③
は
７
月　

日
午
前　

時

２２

１０

か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
南
大
谷
子
ど

も
ク
ラ
ブ
（
11
７
３
９
・
６
７
９
１
）

へ
。

※
い
ず
れ
も
申
込
者
は
本
人
、
ま
た
は

保
護
者
の
方
に
限
り
ま
す
。

【
①
親
子
陶
芸
教
室
】

○
期
日
・
内
容　

８
月
４
日
（
金
）
＝

制
作
、　

日
（
水
）
＝ 
釉  
薬 
か
け

ゆ
う 
や
く

２３

○
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

３０

○
内
容　

湯
の
み
茶
碗
・
花
瓶
作
り

○
費
用　

１
人
３
０
０
円

【
②
親
子
陶
芸
教
室
〈
特
別
コ
ー
ス
〉】

○
期
日
・
内
容　

８
月
４
日
（
金
）
＝

制
作
、　

日
（
水
）
＝
釉
薬
か
け

２３

○
時
間　

午
後
２
時
〜
４
時　

分
３０

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

○
内
容　

大
き
な
作
品
を
時
間
を
か
け

て
挑
戦

○
費
用　

１
人
５
０
０
円

【
③
七
宝
焼
き
を
楽
し
も
う
】

○
日
時　

８
月
５
日
（
土
）
①
午
前　
１０

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ば
あ
ん
「
青
少
年
健

全
育
成
都
市
宣
言　

周
年
事
業
」

４０

催

し

時
〜
正
午
②
午
後
２
時
〜
４
時

○
定
員　

各　

人
１５

○
内
容　

色
鮮
や
か
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
作

品
作
り

○
費
用　

６
０
０
円

【
④
夏
の
工
作
教
室
（
オ
リ
ジ
ナ
ル

Ｔ
シ
ャ
ツ
）
】

○
日
時　

８
月
９
日
（
水
）
①
午
前　
１０

時
〜
正
午
②
午
後
２
時
〜
４
時

○
定
員　

各　

人
１５

○
内
容　

自
分
だ
け
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
作
り

○
費
用　

２
５
０
円

【
⑤
夏
の
工
作
教
室
（
木
工
作
＝
ス
テ

ィ
ッ
ク
ゲ
ー
ム
）
】

○
日
時　

８
月　

日
（
木
）
①
午
前　

１０

１０

時
〜
正
午
②
午
後
２
時
〜
４
時

○
定
員　

各　

人
１５

○
内
容　

ば
あ
ん
で
楽
し
み
な
が
ら
、

夏
休
み
の
宿
題
を
し
ま
せ
ん
か
？

○
費
用　

３
０
０
円

【
⑥
夏
の
工
作
教
室
（
電
池
工
作
＝

ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
）
】

○
日
時　

８
月　

日
（
金
）
①
午
前　

１１

１０

時
〜
正
午
②
午
後
２
時
〜
４
時

○
定
員　

各　

人
１５

○
内
容　

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
や
モ
ー
タ

ー
を
使
っ
た
ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
作
り

○
費
用　

５
０
０
円

【
⑦
君
の
で
ば
あ
ん
「
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
」
】

○
日
時　

８
月
４
日
（
金
）
エ
ン
ト
リ

ー
受
付
、
８
月　

日
（
水
）
試
合
（
午

２３

前　

時
か
ら
）

１１
○
定
員　

３
人
１
組
の　

チ
ー
ム
（　

１２

３６

人
）

○
内
容　
　

チ
ー
ム
の
リ
ー
グ
戦

１２

◇

○
対
象　

①
②
は
小
学
生
〜　

歳
の
子

１８

ど
も
と
そ
の
保
護
者
（
子
ど
も
だ
け
の

参
加
も
可
）
、
③
〜
⑦
は
小
学
生
〜　
１８

歳
の
方

※
②
は
、
ば
あ
ん
の
親
子
陶
芸
教
室
に

参
加
し
た
こ
と
の
あ
る
方
の
み
。

○
申
し
込
み　

①
〜
③
は
７
月　

日
、

２２

④
〜
⑥
は
７
月　

日
午
前　

時
か
ら
直

２３

１０

接
ま
た
は
電
話
で
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ば

あ
ん
（
11
７
８
８
・
４
１
８
１
）
へ
。

⑦
は
８
月
４
日
か
ら
エ
ン
ト
リ
ー
受
付

【
①
七
宝
焼
教
室
（
額
絵
）
】

○
対
象　

小
学
４
年
生
〜
高
校
生

○
日
時　

８
月　

日
（
金
）
午
前
９
時

１８

　

分
〜
午
後
３
時

３０○
内
容　

額
絵
（
６
㎝
×
９
㎝
）
を
作

っ
て
部
屋
に
飾
ろ
う

○
定
員　
　

人
２０

○
費
用　

６
０
０
円

【
②
七
宝
焼
教
室
（
ア
ク
セ
サ
リ
ー
）】

○
対
象　

小
学
３
年
生
〜
高
校
生

○
日
時　

８
月　

日
（
日
）
午
前
の
部

２０

９
時　

分
〜　

時　

分
、
午
後
の
部
１

３０

１１

３０

時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

○
内
容　

七
宝
焼
で
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や

小
物
を
作
ろ
う

○
定
員　

各
回　

人
２０

○
費
用　

１
０
０
０
円
程
度
（
小
銭

で
）

【
③
木
工
作
教
室
】

○
対
象　

２
日
間
と
も
参
加
で
き
る
小

学
４
〜
６
年
生

○
日
時　

８
月　

日
（
土
）
、　

日

１９

２０

（
日
）
午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

○
内
容　

工
具
の
使
い
方
か
ら
は
じ
め

て
、
電
気
ス
タ
ン
ド
を
作
り
ま
す

○
定
員　
　

人
２０

ひ
な
た
村

夏
休
み
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

○
費
用　

１
５
０
０
円
程
度

【
④
夏
休
み
電
気
工
作
教
室
】

○
対
象　

小
学
１
〜
４
年
生

○
期
日
・
内
容　

８
月　

日
（
水
）
＝

２３

懐
中
電
灯
工
作
、　

日
（
木
）
＝
電
流

２４

ゲ
ー
ム
工
作
、　

日
（
金
）
＝
懐
中
電

２５

灯
工
作
（
午
前
）
、
電
流
ゲ
ー
ム
工
作

（
午
後
）

○
時
間　

午
前
の
部
＝　

時
〜
正
午
、

１０

午
後
の
部
＝
１
時
〜
３
時
（
２
部
制
で

す
）

○
定
員　

各
回　

人
１５

○
費
用　

３
０
０
〜
５
０
０
円
程
度

【
⑤
夏
休
み
ロ
ボ
ッ
ト
工
作
教
室
】

○
対
象　

小
学
５
年
生
〜
中
学
生

○
日
時　

８
月　

日
（
土
）
午
前　

時

２６

１０

〜
午
後
３
時

○
内
容　

ロ
ボ
ッ
ト
工
作

○
定
員　
　

人
１５

○
費
用　

１
５
０
０
円
程
度

【
⑥
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
】

○
対
象　

小
・
中
学
生

○
日
時　

８
月　

日
（
木
）
午
前
の
部

３１

＝
９
時　

分
〜　

時　

分
、
午
後
の
部

３０

１１

３０

＝
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

○
内
容　

透
き
通
っ
た
ジ
ェ
ル
キ
ャ
ン

ド
ル
を
作
り
ま
す

○
定
員　

各
回　

人
３０

○
費
用　

５
０
０
円◇

○
会
場　

ひ
な
た
村

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
（
１
教
室

に
つ
き
１
人
１
枚
）
に
教
室
名
（
コ
ー

ス
名
）
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

・
学
年
・
電
話
番
号
・
市
外
在
住
の
方

は
学
校
名
を
明
記
し
、
７
月　

日
ま
で

２８

（
必
着
）
に
ひ
な
た
村
（
〒　

－

０
０

１９４

３
２
、
本
町
田
２
８
６
３
、
11
７
２
２

・
５
７
３
６
）
へ
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
定
員
に
達
し
な
か
っ
た

教
室
に
つ
い
て
は
８
月
２
日
午
前　

時
１０

か
ら
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
七
宝
焼
を
ご
希
望
の
方
は
、
額
絵
か

ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
ど
ち
ら
か
一
方
を
選

択
し
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
な
お
、

両
方
ご
希
望
の
方
は
、
そ
の
教
室
が
定

員
に
達
し
て
い
な
い
場
合
は
８
月
２
日

午
前　

時
か
ら
電
話
受
付
が
可
能
で

１０

す
。

※
⑥
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
に
つ
い
て

は
、
初
参
加
者
優
先
の
う
え
、
抽
選
と

な
り
ま
す
。

○
テ
ー
マ　

「
花
」

○
形
式　

カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
（
デ
ジ
タ

ル
写
真
可
）
、
六
つ
切
り
（
ワ
イ
ド
六

つ
切
り
可
）

※
額
装
・
組
写
真
・
合
成
写
真
は
不

可
。

○
入
選
発
表　
　

月
中
旬

１０

○
応
募
受
付
期
間　

９

月
４
日
〜　

日
（
必

２０

着
）

○
応
募
料　

３
点
単
位

で
１
０
０
０
円

※　

月　

日
（
土
）
午

１０

２８

後
１
時
か
ら
同
サ
ロ
ン

で
入
選
者
授
与
式
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、　

月　

日
〜　

月　

日
に
入
選
作

１０

２９

１１

２６

品
展
を
行
い
ま
す
。

※
応
募
要
綱
・
用
紙
を
町
田
市
フ
ォ
ト

サ
ロ
ン
「
秋
山
庄
太
郎
美
術
館
」
及
び

市
役
所
２
階
障
が
い
福
祉
課
で
配
布
し

て
い
ま
す
。
郵
送
希
望
の
方
は
、　

円
９０

切
手
を
張
り
、
あ
て
先
を
明
記
し
た
定

型
最
大
の
封
筒
を
秋
山
庄
太
郎
美
術
館

「
花
」
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
係
（
〒　

－１９５

０
０
６
３
、
野
津
田
町
３
２
７
２
、
薬

師
池
公
園
内
）
へ
郵
送
し
て
下
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp

:/
/
w
w
w
.p
h
m
u
s
e
.c
o
m

）
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

「「「「「「「「「「「
秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋
山山山山山山山山山山
庄庄庄庄庄庄庄庄庄庄
太太太太太太太太太太
郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎
記記記記記記記記記記
念念念念念念念念念念

秋
山
庄
太
郎
記
念
『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『
花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花
』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』

写写写写写写写写写写
真真真真真真真真真真
ココココココココココ
ンンンンンンンンンン
テテテテテテテテテテ
スススススススススス
トトトトトトトトトト
」」」」」」」」」」

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」

作作作作作作作作作作
品品品品品品品品品品
公公公公公公公公公公

作
品
公
募募募募募募募募募募募

▲昨年の受賞作品から
秋山庄太郎賞

「フェイス」（アサガオ）
早福美保（新潟市）

　

こ
れ
ま
で
東
京
都
医
療
費
助
成
実
施

要
綱
（
昭
和　

年
衛
生
局
長
通
知　

衛

４７

４７

福
業
第　

号
）
に
よ
る
医
療
（
難
病
医

６７

療
）
券
対
象
者
に
対
し
て
、
心
身
障
が

い
者
の
通
院
及
び
通
所
訓
練
交
通
費
助

成
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
町
田
市
心

身
障
害
者
福
祉
手
当
等
の
経
過
措
置
の

終
了
に
伴
い
、
次
の
と
お
り
廃
止
と
な

り
ま
す
。

　

な
お
、
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
愛

の
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、
引
き
続
き

心
身
障
が
い
者
の
通
院
及
び
通
所
訓
練

交
通
費
助
成
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
間

違
え
の
な
い
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

心
身
障
が
い
者
の
通
院
及
び
通
所
訓
練

交
通
費
助
成
の

廃
止
に
つ
い
て

し
ま
す
。

○
廃
止
年
月
日　

２
０
０
６
年
７
月　
３１

日※
２
０
０
６
年
７
月
分
ま
で
請
求
で
き

ま
す
。

□問
 

障
が
い
福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１
４

８
、
6
７
２
４
・
１
１
９
１

　

近
年
、
都
市
型
水
害
と
呼
ば
れ
る
、

台
風
や
集
中
豪
雨
に
よ
る
局
所
的
な
浸

水
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
都
市
部
で
地
面
の
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
化
が
進
み
、
雨
水
が
浸
透
す
る

土
地
が
減
っ
た
こ
と
が
原
因
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

町
田
市
内
で
も
、
道
路
冠
水
や
床
上

浸
水
等
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
台
風
が
多
く
発
生
す
る
季

節
に
な
り
ま
す
の
で
、
気
象
情
報
に
十

分
ご
注
意
下
さ
い
。

水

害

に

注

意

　

こ
の
た
び
町
田
市
の
気
象
情
報
が
町

田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ご
利
用
下
さ

い
。

□問
 

防
災
課
11
７
２
４
・
２
１
０
７

　

環
境
経
営
の
必
要
性
の
ほ
か
、
環
境

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
「
エ
コ
ア
ク

シ
ョ
ン　

」
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

２１

○
対
象　

市
内
事
業
者

○
日
時　

①
８
月
４
日
（
金
）
午
後
２

時
〜
４
時　

分
②
８
月　

日
（
火
）
午

３０

２２

後
６
時
〜
８
時　

分
（
５
時　

分
か
ら

３０

３０

受
付
、
い
ず
れ
の
日
も
同
一
内
容
）

○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

○
定
員　

各
回　

人
（
申
し
込
み
順
）

４０

○
申
し
込
み　

電
話
で
環
境
保
全
課

（
11
７
２
４
・
２
７
１
１
）
へ
。

環
境
対
策
経
営
セ
ミ
ナ
ー

【
①
夏
休
み
特
別
企
画
「
こ
わ
い
お
話

し
の
会
」
】

○
対
象　

保
護
者
同
伴
の
幼
児
〜
小
学

生○
日
時　

７
月　

日
午
後
２
時
〜
３
時

２８

○
定
員　
　

人
３０

【
②
こ
ろ
こ
ろ
シ
ア
タ
ー
「
リ
ト
ル
ツ

イ
ン
ズ
」
】

○
対
象　

幼
児
か
ら

○
日
時　

７
月　

日
午
後
３
時　

分

３１

３０

□問
 

玉
川
学
園
子
ど
も
ク
ラ
ブ
こ
ろ
こ
ろ

児
童
館
11
７
１
０
・
１
４
７
５

玉
川
学
園
子
ど
も
ク
ラ
ブ
こ
ろ
こ
ろ
児

童
館
の催

し

第
５
回

や
く
し
の
森
市
民
学
芸
祭

【
①
参
加
者
募
集
】

　

夏
休
み
の
宿
題
や
日
本
語
の
勉
強
を

マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
大
学
生
な
ど
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
お
手
伝
い
し
ま
す
。

○
対
象　

外
国
籍
の
小
・
中
学
生
（
帰

国
し
た
児
童
・
生
徒
を
含
み
ま
す
）

○
日
時　

８
月　

日
（
月
）
〜　

日

２１

２５

（
金
）
午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

○
会
場　

町
田
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

【
②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
】

　

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
？◇

○
申
し
込
み　

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
①
は
学

校
名
・
学
年
も
書
い
て
、
ハ
ガ
キ
（
②

の
み
）
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ル
で
①
は
８
月　

日
ま
で
、
②
は
７

１８

月　

日
ま
で
（
必
着
）
に
町
田
国
際
交

２８
流
セ
ン
タ
ー
「
夏
休
み
子
ど
も
教
室
」

係
（
〒　

－

０
０
１
３
、
原
町
田
４－

１９４

９－

８
、
町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
内
、

11
７
２
２
・
４
２
６
０
、
6
７
２
２
・

５
３
３
０
、
Ｅ
メ
ー
ルin

fo
@
m
a
c

h
id
a
－
k
o
k
u
s
a
i.jp

）
へ
。

夏
休
み
外
国
籍
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め

の

学

習

会

【
リ
ス
園
で
生
ま
れ
た
カ
ブ
ト
虫
か
ら

リ
ク
ガ
メ
の
話
】

　

放
し
飼
い
広
場
の
リ
ス
達
と
カ
ブ
ト

虫
に
つ
い
て
な
ど
。

○
対
象　

５
歳
以
上
の
方

○
日
時　

７
月　

日
（
木
）
午
後
２
時

２７

〜
３
時

○
会
場　

町
田
リ
ス
園

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

○
費
用　

入
園
料

□問
 

町
田
リ
ス
園
11
７
３
４
・
１
０
０
１

町
田
リ
ス
園

生

き

物

教

室

　

本
紙
７
月　

日
号
２
面
掲
載
の

１１

「
国
民
年
金
」
の
記
事
中
、
遺
族

基
礎
年
金
と
寡
婦
年
金
の
請
求
先

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く

は
「
国
保
年
金
課
国
民
年
金
係
の

み
」
が
請
求
先
と
な
り
ま
す
。
各

市
民
セ
ン
タ
ー
で
の
請
求
は
で
き

ま
せ
ん
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま

す
。

□問
 

国
保
年
金
課
11
７
２
４
・
２
１

２
７ お　

詫　

び

開
始
。

※
申
込
者
は
、
本
人
ま
た
は
保
護
者
に

限
り
ま
す
。
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チ
ェ
コ
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
室
内
管

弦
楽
団
ほ
か
、
多
数
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

と
共
演
。

〈
予
定
曲
目
〉

　

ド
ッ
プ
ラ
ー
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
田
園
幻

想
曲
」
、
エ
ル
ガ
ー
「
愛
の
挨
拶
」
、

山
田
耕
筰
「
赤
と
ん
ぼ
」
、
多
忠
亮

「
宵
待
草
」
ほ
か

　

月　

日
（
金
）

１０

２０

午
後
６
時　

分
開
演

３０

○
会
場　

国
際
版
画
美
術
館
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル
（
定
員
２
５
０
人
）

○
入
場
料　

５
０
０
円
（
全
席
自
由
）

　

入
場
料
は
当
日
会
場
受
付
で
お
支
払

い
下
さ
い
。

※
６
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
か
ら
入
場
で

き
ま
す
。

【
７
月　

日
午
前
７
時
か
ら
町
田
市
コ

２４

ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
電
話
予
約
受
付
開
始

11
７
２
４
・
５
６
５
６
】

国国
際際
版版
画画
美美
術術
館館
・・（（
財財
））町町
田田
市市
文文
化化
・・
国国
際際
交交
流流
財財
団団
共共
催催
事事
業業

ふふ
れれ
ああ
いい
・・
ミミ
ュュ
ーー
ジジ
アア
ムム
ココ
ンン
ササ
ーー
トト
２２
００
００
６６

フ
レ
ッ
シ
ュ
名
曲
プ
レ
・
コ
ン
サ
ー
ト

上
野
由
恵　

フ
ル
ー
ト
・
リ
サ
イ
タ
ル

問い合わせ（11）主　　催入　場　料催　　し　　物時　間期日

０４６・　　
２７５・８３５５

高澤加代子
モダンバレエ
スタジオ

申し込み制第１５回高澤加代子
バレエ発表会１８：００～２０：００２日

（水）

７２８・４３００町田市民ホール

１，５００円
しまじろう

ふしぎなもりのものがたり
追加公演

１５：３０～１６：４５３日
（木）

売り切れしまじろう
ふしぎなもりのものがたり

①１０：００～１１：１５
②１２：３０～１３：４５
③１５：００～１６：１５

４日
（金）

７９３・０３３３
７９３・３７７６

津�
バレエスタジオ無　料津�バレエスタジオ

第１９回発表会未　定６日
（日）

７２８・４３００町田市民ホールＳ席 ５，５００円
Ａ席 ４，５００円長山洋子コンサート２００６①１４：３０～１６：３０

②１８：３０～２０：３０
８日
（火）

７２５・４３７３金田和子
バレエスクール無　料第２１回金田和子

バレエスクール発表会１７：００～２０：００１２日
（土）

０３・　
５８２６・
１５００ 

劇団飛行船
Ｓ席 ３，０００円
Ａ席 ２，５００円
Ｂ席 ２，０００円

劇団飛行船
マスクプレイミュージカル

おじゃる丸
１３：００～１４：４５１４日

（月）

７２８・４３００町田市民ホール整理券配布ＮＨＫ気象キャスター平井信行
地球のＳＯＳ～地球が熱くなる１０：３０～１２：００１５日

（火）

【
音
楽
の
部
】

９
月　

日
（
日
）

１７

午
前　

時
１１

「
親
子
で
童
謡
を
歌
お
う
」

　
　
　
　
　

歌　

國
井
道
子

○
会
場　

町
田
市
民

ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー

※
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

午
後
１
時

ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

指
導
と
大
合
奏

〈
出
演
〉
伊
藤
康
英
（
ぐ
る
り
よ
ざ
、

ほ
か
多
数
作
曲
）

※
吹
奏
楽
の
楽
器
を
持
っ
て
集
ま
っ
て

下
さ
い
。

午
後
２
時　

演
奏
会
開
演

　

ピ
ア
ノ
、
ギ
タ
ー
、
エ
レ
ク
ト
ー
ン

ソ
ロ
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
、
吹
奏

楽
大
合
奏

【
７
月　

日
午
前
８
時　

分
か
ら
町
田

２２

３０

市
民
ホ
ー
ル
１
階
事
務
室
で
入
場
整
理

券
を
配
布
し
ま
す
（
入
場
無
料
）
】

【
バ
レ
エ
の
部
】

９
月　

日
（
祝
）

１８

①
午
後
３
時　

分
開
演

３０

②
午
後
６
時　

分
開
演

３０

町
田
バ
レ
エ
連

盟
参
加
団
体
の

小
作
品

※
昼
・
夜
で
出
演
団

体
が
代
わ
り
ま
す
。

　●
 

第
６
回
ま
ち
だ
全
国
バ
レ
エ
コ
ン
ク

ー
ル
受
賞
者
の
エ
キ
シ
ビ
ジ
ョ
ン

　●
 

町
田
バ
レ
エ
連
盟
合
同
作
品
「
コ
ッ

ペ
リ
ア
・
デ
ィ
ヴ
ェ
ル
テ
ィ
ス
マ
ン
」

…
振
付
＝
坂
本
智
子
、
ゲ
ス
ト
＝
京
當

侑
一
籠
（
牧
阿
佐
美
バ
レ
エ
団
）

第第
４４
回回

ジジ
ュュ
ニニ
アア
フフ
ェェ
スス
テテ
ィィ
ババ
ルル

〈
予
定
曲
目
〉
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
…
歌
劇

「
後
宮
か
ら
の
誘
拐
」
序
曲
、
シ
ョ
パ

ン
…
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
１
番
ホ
短
調

　

、
イ
ベ
ー
ル
…
フ
ル
ー
ト
協
奏
曲
、

op.11ビ
ゼ
ー
…
「
ア
ル
ル
の
女
」
第
２
組
曲

〈
出
演
〉
大
友
直
人
（
指
揮
）
▽
山
本

貴
志
（
ピ
ア
ノ
）
…
昨
年　

月
ワ
ル
シ

１０

ャ
ワ
で
行
わ
れ
た
第　

回
シ
ョ
パ
ン
国

１５

フフ
レレ
ッッ
シシ
ュュ
名名
曲曲
ココ
ンン
ササ
ーー
トト

山
本
貴
志
・
上
野
由
恵
＆
東
京
交
響
楽
団

際
ピ
ア
ノ
・
コ
ン
ク
ー
ル
で
第
４
位
入

賞
▽
上
野
由
恵
（
フ
ル
ー
ト
）
…
２
０

０
４
年
第
２

回
東
京
音
楽

コ
ン
ク
ー
ル

第
１
位
、
第

　

回
日
本
木

１５管
コ
ン
ク
ー

ル
第
１
位

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
＝
東
京
交
響
楽
団

　

月　

日
（
月
）

１１

１３

午
後
６
時　

分
開
演

３０

一
般
３
０
０
０
円

高
校
生
以
下
１
０
０
０
円

（
税
込
、
全
席
指
定
）

※
６
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
か
ら
入
場
で

き
ま
す
。

【
７
月　

日
午
前
８
時　

分
か
ら
電
話

２４

３０

予
約
受
付
開
始
】

　

入
場
希
望
の
方
は
電
話
で
町
田
市
民

ホ
ー
ル
（
11
７
２
８
・
４
３
０
０
）
へ
。

※
初
日
は
電
話
予
約
の
み
の
受
付
で

す
。

東京交響楽団

町
田
市
民
ホ
ー
ル
事
業�

休

館

日
　
第
１
・
３
月
曜
日（
祝
日
の
と
き
は
そ
の
翌
日
）�

受
付
時
間
　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時�

※
電
話
は
お
か
け
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。�

○
日
時　
　

月
１
日
（
日
）
午
前　

時

１０

１０

〜
正
午

○
会
場　

青
山
学
院
大
学
（
渋
谷
区
）

○
費
用　

６
０
０
０
円

○
申
し
込
み　

所
定
の
申
込
書
に
記
入

し
、
郵
送
で
８
月
１
日
〜　

日
（
消
印

３１

有
効
）
に
東
京
都
下
水
道
サ
ー
ビ
ス

（
株
）
へ
。

平
成　

年
度

１８排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
資
格
試
験

子
育
て
マ
マ
の

し

ゃ

べ

り

場

【
あ
な
た
の
こ
と
を
話
せ
る
場
所
あ
り

ま
す
か
？　

時
に
は
お
子
さ
ん
と
離
れ

て
ち
ょ
っ
ぴ
り
マ
イ
タ
イ
ム
…
】

○
対
象　

市
内
在
住
の
乳
幼
児
を
子
育

て
中
の
保
護
者
（
保
育
有
り
）

○
日
時　

８
月
２
日
（
水
）
午
前　

時
１０

〜　

時　

分

１１

３０

○
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
・
辻
野
恵
子
氏

○
会
場　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１０

○
申
し
込
み　

電
話
で
子
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
（
11
７
１
０
・
１
５
２

５
）
へ
。

※
申
込
書
は
、
７
月　

日
か
ら
下
水
道

２５

部
業
務
課
（
成
瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

内
）
で
配
布
し
ま
す
。

□問
 

東
京
都
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
（
株
）
11

　

・
３
２
４
１
・
０
８
１
８
、
町
田
市

０３下
水
道
部
業
務
課
11
７
２
０
・
１
８
２

１

町田市民ホール　８月前半の催し物 □問 町田市民ホール11７２８・４３００

〈
出
演
〉
マ
リ
ン
バ
キ
ッ
ズ
、
か
と
れ

あ　

べ
る　

ち
ゃ
い
む

※ここに掲載した催し物は、一般市民の入場可能な催し物（政治団体、宗教団体等が主催するものを除く）です。①
定員になり次第入場をお断りします。②内容等は変更する場合があります。③８月の休館日は７日、２１日です。

　

応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は　

月　

日

１０

２２

に
開
催
す
る
「
ま
ち
だ
動
物
愛
護
の
つ

ど
い
２
０
０
６
」
の
「
愛
犬
・
愛
猫
の

写
真
展
」
で
展
示
し
ま
す
。
次
の
要
領

で
応
募
下
さ
い
。

〈
提
出
す
る
も
の
〉

①
あ
な
た
の
愛
犬
・
愛
猫
を
写
し
た
写

真　

画
像
フ
ァ
イ
ル
の
場
合
＝
Ｊ
Ｐ
Ｅ

Ｇ
方
式
で
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
等
の

メ
デ
ィ
ア
に
て
お
願
い
し
ま
す
（
Ｗ
ｉ

ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
Ｘ
Ｐ
対
応
）
、
現
像
作
品

の
場
合
＝
横　

・
５
㎝
×
縦　

㎝
の
大

２６

２０

き
さ
で
お
願
い
し
ま
す

②
写
真
の
タ
イ
ト
ル
、　

字
以
内
の
紹

４０

介
フ
レ
ー
ズ
、
応
募
者
の
氏
名
、
住
所

（
町
名
の
み
）

※
タ
イ
ト
ル
・
フ
レ
ー
ズ
・
氏
名
・
住

所
は
紙
に
書
い
た
も
の
で
も
テ
キ
ス
ト

デ
ー
タ
（
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
Ｘ
Ｐ
対

応
）
で
も
結
構
で
す
。

※
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
の
著
作
権

愛
犬
・
愛
猫
の
写
真
を

募

集

し

ま

す

【
相
続
が
争
族
に
な
ら
な
い
た
め
に
】

○
対
象　

市
内
在
住
の　

歳
以
上
の
方

６０

○
日
時　

８
月　

日
（
水
）
午
後
１
時

２３

　

分
か
ら

３０○
会
場　

わ
く
わ
く
プ
ラ
ザ
町
田

○
講
師　

司
法
書
士
・
野
村
耕
史
氏
、

司
法
書
士
・
岩
崎
紳
之
助
氏
、
司
法
書

士
・
関
口
章
子
氏

○
定
員　

１
０
０
人
（
抽
選
）

○
費
用　

３
０
０
円

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
講
座
名

と
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を

明
記
し
、
８
月　

日
ま
で
（
必
着
）

１５

に
、
町
田
市
み
ど
り
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
〒　

－

０
０
２
２
、
森
野
１－

１－

１９４

　

、
わ
く
わ
く
プ
ラ
ザ
町
田
内
、
11
７

１５２
５
・
４
６
１
３
）
へ
。

□問
 

高
齢
者
福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１
４

１ 町
田
市
み
ど
り
ク
ラ
ブ
連
合
会
シ
ニ
ア

塾

相

続

問

題

は
、
ま
ち
だ
動

物
愛
護
の
つ
ど

い
実
行
委
員
会

に
帰
属
し
ま

す
。
ま
た
、
応

募
い
た
だ
い
た

作
品
は
原
則
と

し
て
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

○
主
催　

ま
ち
だ
動
物
愛
護
の
つ
ど
い

実
行
委
員
会

○
申
し
込
み　

直
接
ま
た
は
郵
送
で
９

月　

日
ま
で
（
消
印
有
効
）
に
環
境
保

１５
全
課
（
〒　

－

０
０
３
３
、
木
曽
町
２

１９４

０
５
、
境
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
11

７
２
４
・
２
７
１
１
）
へ
。

【
①
は
じ
め
て
の
ハ
ン
グ
ル
（
入
門
コ

ー
ス
）
】

○
対
象　

初
め
て
ハ
ン
グ
ル
を
学
ぶ
方

○
日
時　

７
月　

日
（
月
）
〜
８
月　

３１

１２

日
（
土
）
午
前
９
時　

分
〜　

時
（
８

３０

１１

月
６
日
を
除
く
毎
日
、
全　

回
）

１２

【
②
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
韓
国
語
（
初
級

コ
ー
ス
）
】

○
対
象　

ハ
ン
グ
ル
の
読
み
書
き
が
で

き
、
基
礎
的
な
文
法
と
簡
単
な
あ
い
さ

つ
や
自
己
紹
介
が
で
き
る
く
ら
い
の
方

○
日
時　

７
月　

日
（
月
）
〜
８
月　

３１

１２

日
（
土
）
午
前　

時　

分
〜
午
後
０
時

１１

１５

　

分
（
８
月
６
日
を
除
く
毎
日
、
全　

４５

１２

回
）

【
③
は
じ
め
て
の
中
国
語
（
入
門
コ
ー

ス
）
】

○
対
象　

中
国
語
が
全
く
初
め
て
の
方

○
日
時　

８
月　

日
（
金
）
〜　

日

１８

３１

（
木
）
午
後
１
時
〜
２
時　

分
（
８
月

３０

　

日
、　

日
を
除
く
毎
日
、
全　

回
）

２０

２７

１２

【
④
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
中
国
語
（
初
級

コ
ー
ス
）
】

○
対
象　

入
門
コ
ー
ス
終
了
程
度
の
方

○
日
時　

８
月　

日
（
金
）
〜　

日

１８

３１

（
木
）
午
後
２
時　

分
〜
４
時　

分

４０

１０

（
８
月　

日
、　

日
を
除
く
毎
日
、
全

２０

２７

　

回
）

１２ 町
田
市
文
化
・
国
際
交
流
財
団

夏
季
韓
国
語
・

中

国

語

講

座

◇

○
会
場　

町
田
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

○
講
師　

①
②
崔
唯
美
氏
、
③
④
姜
秀

英
氏

○
定
員　

各　

人
（
抽
選
）

２０

○
費
用　

各
１
万
８
０
０
０
円
（
会
員

は
１
万
６
０
０
０
円
、
テ
キ
ス
ト
代
別

途
）

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
講
座
名

・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢

・
電
話
番
号
・
会
員
／
非
会
員
の
別
を

明
記
し
、
返
信
用
に
も
あ
て
先
を
書
い

て
韓
国
語
は
７
月　

日
ま
で
、
中
国
語

２５

は　

日
ま
で
（
必
着
）
に
町
田
国
際
交

２８
流
セ
ン
タ
ー
（
〒　

－

０
０
１
３
、
原

１９４

町
田
４－

９－

８
、
町
田
市
民
フ
ォ
ー

ラ
ム
、
11
７
２
２
・
４
２
６
０
）
へ
。

【
①
Ａ
コ
ー
ス
②
Ｂ
コ
ー
ス
③
Ｃ
コ
ー

ス
④
Ｄ
コ
ー
ス
】

○
対
象　

①
③
小
学
３
〜
６
年
生
、
②

④
小
学
１
〜
６
年
生

○
期
日　

８
月
８
日
（
火
）

○
時
間　

①
午
前
９
時　

分
〜
正
午
②

３０

午
前
９
時　

分
〜
正
午
③
午
後
１
時　

５０

３０

分
〜
４
時
④
午
後
１
時　

分
〜
４
時

５０

○
会
場　

市
役
所
森
野
分
庁
舎

○
内
容　

①
③
リ
サ
イ
ク
ル
工
作
と
見

学
②
④
リ
サ
イ
ク
ル
工
作
の
み

○
定
員　

①
③
各　

人
②
④
各　

人

４５

５０

（
申
し
込
み
順
）

○
申
し
込
み　

７
月　

日
か
ら
電
話
で

２４

社
会
教
育
課
（
11
７
２
４
・
２
７
５

６
）
へ
。

　

小
学
校
を
通
じ
て
こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
配
布
し
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
セ
ン

タ
ー
、
青
少
年
施
設
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー

で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

□問
 

児
童
青
少
年
課
11
７
２
４
・
２
１
８

２
、
社
会
教
育
課
11
７
２
４
・
２
７
５
６

夏
休
み
子
ど
も
フ
ェ
ア
ー
２
０
０
６
・

町
田
市
青
少
年
委
員
の
会
企
画

知
ろ
う
！

作
ろ
う
！

み
ん

な
お
い
で
よ
！
森
野
分
庁
舎

上野由恵

山本貴志

大友直人

町
田
市
青
少
年
健
全
育
成
都
市
宣
言
40
周
年�

夏
休
み
子
ど
も
フ
ェ
ア
ー
２
０
０
６�

町
田
市
青
少
年
健
全
育
成
都
市
宣
言
40
周
年�

夏
休
み
子
ど
も
フ
ェ
ア
ー
２
０
０
６�
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●
町
田
商
工
会
議
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

問
い
合
わ
せ
は
同
会
議
所
（
11
７
２

２
・
５
９
５
７
）
へ
。

【
定
期
健
康
診
断
の
ご
案
内
】

　

生
活
習
慣
病
検
診
及
び
婦
人
科
検
診

を
行
い
ま
す
／
対
象
＝
市
内
中
小
企
業

の
方
／
期
日
・
会
場
＝
９
月
４
日
…
ぽ

っ
ぽ
町
田
、
５
日
…
忠
生
市
民
セ
ン
タ

ー
、
６
日
…
成
瀬
セ
ン
タ
ー
、
７
日
…

小
山
市
民
セ
ン
タ
ー
、
８
日
…
鶴
川
市

民
セ
ン
タ
ー
、　

日
…
ぽ
っ
ぽ
町
田

１１

（
い
ず
れ
も
午
前
中
）
／
定
員
＝
各　
６０

人
（
申
し
込
み
順
）
／
費
用
等
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
／
申
し
込
み
＝

電
話
で
同
会
議
所
へ
。

【
語
学
初
級
講
座
①
は
じ
め
て
の
中
国

語
講
座
②
は
じ
め
て
の
韓
国
語
講
座
】

　

文
化
や
身
近
な
こ
と
を
含
め
て
学
び

ま
す
／
対
象
＝
初
心
者
の
方
／
日
時
＝

①
８
月　

日
〜　

月　

日
の
毎
週
火
曜

２９

１０

３１

日
、
午
後
６
時　

分
〜
８
時　

分
②
９

３０

３０

月
１
日
〜　

月　

日
の
毎
週
金
曜
日
、

１１

１０

午
後
６
時　

分
〜
８
時　

分
／
会
場
＝

３０

３０

同
会
議
所
／
講
師
＝
市
内
在
住
の
専
門

講
師
／
定
員
＝
各　

人
（
申
し
込
み

２０

順
）
／
費
用
＝
２
万
５
０
０
０
円
、
会

員
２
万
円
／
申
し
込
み
＝
電
話
で
同
会

議
所
へ
。

【
Ｅ
Ｃ
Ｏ
検
定
（
環
境
社
会
検
定
）
】

　

試
験
日
＝　

月　

日
／
会
場
＝
町
田

１０

１５

駅
周
辺
の
専
門
学
校
／
費
用
＝
５
２
５

０
円
／
申
し
込
み
＝
７
月　

日
〜
８
月

２５

　

日
に
電
話
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

２５で
東
京
商
工
会
議
所
（
11　

・
３
９
８

０３

９
・
０
７
７
７
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

h
t
t
p
:/
/
w
w
w
.k
e
n
t
e
i.o
r
g

/

）
へ
／
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
同
会
議
所

ま
た
は
市
内
指
定
の
書
店
に
あ
り
ま

す
）
を
ご
覧
下
さ
い
。

●
町
田
消
防
署
「
甲
種
防
火
管
理
者
資

格
取
得
講
習
会
」

　

対
象
＝
市
内
の
防
火
対
象
物
・
事
業

所
に
勤
務
す
る
方
及
び
市
内
在
住
で
東

京
消
防
庁
管
内
の
防
火
対
象
物
・
事
業

所
の
防
火
管
理
者
に
な
る
こ
と
を
予
定

し
て
い
る
方
／
日
時
＝
９
月　

日
・　

１２

１３

日
午
前
９
時　

分
〜
午
後
５
時
／
会
場

３０

＝
セ
ン
ト
ラ
ル
警
備
保
障
研
修
セ
ン
タ

ー
（
旭
町
）
／
定
員
＝　

人
（
申
し
込

７０

み
順
）
／
費
用
＝
４
８
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
）
／
申
し
込
み
＝
写
真
（
縦
３

セ
ン
チ
×
横
２
・
４
セ
ン
チ
）
を
お
持

ち
に
な
り
直
接
、
町
田
消
防
署
及
び
各

出
張
所
へ
（
受
付
は
月
〜
金
曜
日
、
午

前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
）
／
詳
細
は

３０

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
／
□問
 

町
田
消
防

署
予
防
課
指
導
調
査
係
11
７
２
２
・
０

１
１
９
（
内
線
５
２
０
）

●
ぬ
く
も
り
の
園
職
員
募
集

【
①
介
護
ス
タ
ッ
フ
②
看
護
師
】

　

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
新
設
に
伴
う
募
集

で
す
／
資
格
＝
①
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上

を
お
持
ち
の
方
②
正
・
准
看
護
師
資
格

を
お
持
ち
の
方
（
夜
勤
な
し
）
／
併
設

施
設
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
も
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
／
□問
 

同
園
11
７
９
８
・
１
３
８
６

●
す
み
れ
保
育
園
産
休
代
替
職
員
（
保

育
士
）
募
集

　

資
格
＝
保
育
士
資
格
を
お
持
ち
の　
２０

〜　

歳
の
方
／
期
間
＝
８
月
１
日
〜
２

５０
０
０
７
年
３
月　

日
／
勤
務
日
時
＝
月

３１

〜
金
曜
日
、
午
前
８
時
〜
午
後
５
時　
１５

分
／
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
／

□問
 

同
園
11
７
２
３
・
３
２
２
９

●
町
田
市
福
祉
サ
ー
ビ
ス
協
会
・
元
気

塾
「
健
康
体
操
教
室
」

　

主
と
し
て
タ
オ
ル
を
使
い
、
リ
ズ
ム

に
の
り
な
が
ら
身
体
を
動
か
し
ま
す
／

対
象
＝
市
内
在
住
の
お
お
む
ね　

歳
以

６０

上
の
方
で
全
回
参
加
で
き
る
方
／
期
日

＝
９
月
４
日
、
７
日
、　

日
、　

日
、

１５

２０

　

月
２
日
、　

日
、　

日
、　

日
、　

１０

１９

２４

３１

１１

月
６
日
、
８
日
／
時
間
＝
午
前　

時
〜

１０

正
午
／
会
場
＝
健
康
福
祉
会
館
／
講
師

＝
健
康
運
動
指
導
士
・
山
本
初
美
氏
／

定
員
＝　

人
（
抽
選
）
／
費
用
＝
５
０

３５

０
０
円
（
初
日
徴
収
）
／
申
し
込
み
＝

往
復
ハ
ガ
キ
に
体
操
教
室
希
望
と
書

き
、
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
年

齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
返

信
用
に
も
あ
て
先
を
書
い
て
、
８
月　
１１

日
ま
で
（
必
着
）
に
町
田
市
福
祉
サ
ー

ビ
ス
協
会
（
〒　

－

０
０
２
２
、
森
野

１９４

４－

８－

　

、
11
７
２
８
・
９
０
６

３９

７
）
へ
。

●
境
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
に
ご
参

加
下
さ
い

　

町
田
市
と
相
模
原
市
の
間
を
流
れ
る

境
川
の
清
掃
を
相
模
原
市
民
と
一
緒
に

行
う
こ
と
に
よ
り
、
両
市
の
交
流
を
図

り
ま
す
。
直
接
集
合
場
所
へ
お
い
で
下

さ
い
（
雨
天
実
施
）
／
日
時
＝
７
月　
３０

日
午
前
９
時　

分
（
集
合
）
〜
正
午
／

３０

集
合
場
所
＝
①
原
町
田
青
空
ひ
ろ
ば
横

親
水
広
場
②
ひ
の
き
台
子
ど
も
広
場

（
ひ
の
き
橋
そ
ば
）
③
一
本
さ
く
ら
広

場
（
鶴
金
橋
そ
ば
、
こ
の
会
場
の
み
午

前
９
時
集
合
）
／
□問
 

第
６
回
境
川
ク
リ

ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
実
行
委
員
会
（
町
田

法
人
会
青
年
部
会
11
７
２
６
・
２
４
５

３
）

●
町
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
加

盟
・
明
る
い
老
後
を
考
え
る
会
「
バ
ザ

ー
へ
の
物
品
提
供
に
ご
協
力
を
」

　

雑
貨
、
衣
類
（
新
品
同
様
）
を
ご
提

供
下
さ
い
。
取
り
に
も
伺
い
ま
す
／
受

付
＝
８
月
７
日
、
８
日
の
午
前　

時
〜

１０

午
後
３
時
に
せ
り
が
や
会
館
へ
／
バ
ザ

ー
は　

月
９
日
に
ぽ
っ
ぽ
町
田
で
行
い

１０

ま
す
／
□問
 

同
会
11
７
２
１
・
２
０
８
５

●
ニ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
花
の
家
・
調
理
支

援
ス
タ
ッ
フ
募
集

　

支
援
日
時
＝
週
２
〜
３
日
、
午
前
９

時
〜
午
後
３
時
／
人
員
＝
若
干
名
／
謝

礼
あ
り
／
□問
 

ニ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
花
の
家

11
７
９
７
・
６
０
０
４

室
内
プ
ー
ル
自
主
事
業

　

申
し
込
み
は
、
午
前　

時
〜
午
後
６

１０

時
に
電
話
で
室
内
プ
ー
ル
（
11
７
９
２

・
７
７
６
１
）
へ
。

※
当
日
の
レ
ッ
ス
ン
開
始　

分
前
に
お

２０

集
ま
り
下
さ
い
。

【
水
泳
泳
法
レ
ッ
ス
ン
】

○
対
象　
　

歳
以
上
で
泳
げ
な
い
方
か

１８

ら
息
つ
ぎ
が
不
得
意
な
方

〈
ク
ロ
ー
ル
ク
ラ
ス
Ａ
〉

○
期
日　

８
月
２
日
、
９
日
、　

日
、

２３

　

日
の
水
曜
日
（
全
４
回
）

３０〈
ク
ロ
ー
ル
ク
ラ
ス
Ｂ
〉

○
期
日　

８
月
４
日
、　

日
、　

日
、

１１

２５

の
金
曜
日
（
全
３
回
）

〈
バ
タ
フ
ラ
イ
ク
ラ
ス
〉

　

ク
ロ
ー
ル
で　

㍍
以
上
泳
げ
て
、
バ

２５

タ
フ
ラ
イ
を
習
得
し
た
い
方
。

○
期
日　

８
月
３
日
、　

日
、　

日
、

１０

２４

　

日
の
木
曜
日
（
全
４
回
）

３１

◇

○
時
間　

午
後
６
時　

分
〜
７
時　

分

４５

４５

○
定
員　

各　

人
（
申
し
込
み
順
）

１０

○
費
用　

１
回
（
１
時
間
）
８
０
０
円

（
当
日
徴
収
）

【
水
中
エ
ア
ロ
】

　

音
楽
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
踊
り
な
が

ら
、
体
力
作
り
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま

し
ょ
う
！

〈
水
中
エ
ア
ロ
Ａ
〉

○
期
日　

８
月
１
日
、
８
日
、　

日
、

２２

　

日
の
火
曜
日
（
全
４
回
）

２９○
時
間　

午
後
６
時　

分
〜
７
時　

分

４５

３５

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

３０

○
費
用　

１
回
（　

分
間
）
８
０
０
円

５０

（
当
日
徴
収
）

　

７
月　

日
〜
８
月　

日
は
、
休
館
日

２１

３１

は
な
く
、
毎
日
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　

ご
み
焼
却
余
熱
を
利
用
し
た
温
水
プ

ー
ル
で
、　

㍍
プ
ー
ル
、　

㍍
プ
ー

５０

２５

ご

利

用

を

室
内
プ
ー
ル
の

ル
、
幼
児
プ
ー
ル
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

が
あ
り
ま
す
。

○
利
用
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

○
利
用
料
金　

３
０
０
円
、
小
・
中
学

生
１
０
０
円
（
７
月　

日
〜
８
月　

日

２１

３１

の
み
）、
高
齢
者
（　

歳
以
上
）・
障
が

６５

い
者
１
０
０
円

※
幼
児
プ
ー
ル
の
利
用
は
、
オ
ム
ツ
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
パ
ン
ツ
が
完
全
に
と
れ

て
い
る
こ
と
と
、　

歳
以
上
の
方
の
付

１６

き
添
い
が
必
要
で
す
。

□問
 

室
内
プ
ー
ル

市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

直
接
集
合
場
所
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

小
学
生
以
上
の
方
及
び
会
員

○
日
時　

８
月
１
日
（
火
）

○
集
合
場
所　

小
田
急
線
新
百
合
ヶ
丘

駅
前
（
午
前　

時
集
合
）

１０

○
コ
ー
ス　

小
田
急
線
新
百
合
ヶ
丘
駅

前
〜
上
麻
生
隠
れ
谷
公
園
〜
平
尾
近
隣

公
園
（
昼
食
）
〜
杉
山
神
社
〜
農
村
広

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

ー
ス
（
泳
法
別
水
泳
教
室
）
＝
午
前　
１１

時
５
分
〜
正
午

○
会
場　

市
立
室
内
プ
ー
ル

○
内
容　

基
礎
練
習
を
中
心
と
し
た
水

泳
指
導

○
定
員　

各
コ
ー
ス　

人
（
申
し
込
み

５０

順
）

○
費
用　

３
６
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
「
初
心

者
・
泳
法
別
水
泳
教
室
」
と
書
き
、
希

望
の
コ
ー
ス
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
・
市

外
在
住
の
方
は
勤
務
先
ま
た
は
学
校
名

と
そ
の
所
在
地
を
明
記
し
、
７
月　

日
３１

（
必
着
）
ま
で
に
町
田
市
水
泳
協
会

（
〒　

－

０
０
３
５
、
忠
生
２－

３－

１９４

１
、
協
栄
Ｓ
Ｃ
内
）
へ
。

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

　

Ｗ
Ｊ
Ｂ
Ｌ
の
選
手
が
指
導
し
ま
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
学
の
小
学
４

年
生
〜
中
学
３
年
生

○
日
時　

７
月　

日
（
土
）
午
前
９
時

２９

〜
午
後
４
時

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
講
師　

Ｗ
Ｊ
Ｂ
Ｌ
プ
レ
イ
ヤ
ー
（
富

士
通
レ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
ブ
）

○
内
容　

オ
フ
ェ
ン
ス
と
デ
ィ
フ
ェ
ン

ス
の
基
礎

○
定
員　

３
０
０
人
（
先
着
順
）

○
費
用　

１
人
５
０
０
円
（
当
日
徴

収
）

○
申
し
込
み　

当
日
午
前
９
時
〜
９
時

　

分
に
総
合
体
育
館
で
受
け
付
け
ま

３０す
。

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

初
心
者
・
泳
法
別

水

泳

教

室

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

　

歳
以
上
の
方

１８○
期
間　

９
月
７
日
〜　

月
９
日
の
毎

１１

週
木
曜
日
（
全　

回
）

１０

○
時
間　

Ａ
コ
ー
ス
（
初
心
者
水
泳
教

室
）
＝
午
前　

時
〜　

時　

分
、
Ｂ
コ

１０

１０

５５

サ
ル
ビ
ア
杯
フ
ィ
ー
ル
ド

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
大
会

　関東私立高等学校男女バレーボール選手
権大会が、関東各地区の代表１２８チームの参
加により町田市で開催されます。
　ぜひ家族そろって観戦においで下さい。
○期日　開会式・アトラクション＝７月２５
日（火）午後３時から ▽予選リーグ＝２６日
（水）午前９時３０分から ▽決勝トーナメン
ト＝２７日（木）午前９時３０分から
○会場　予選リーグ＝総合体育館及びサン
町田旭体育館、決勝トーナメント＝総合体
育館

□問 スポーツ振興公社11７２４・３４４０

関
東
私
立
高
等
学
校�

場
〜
南
黒
川
第
一
公
園
〜
小
田
急
多
摩

線
黒
川
駅
前
解
散
（
午
後
３
時
頃
）
全

行
程
約
９　
km

○
費
用　

１
人
５
０
０
円
、
会
員
２
０

０
円
（
当
日
徴
収
）

※　

歳
以
上
の
会
員
は
無
料
。

７５
□問
 

体
育
協
会
事
務
局

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

　

歳
以
上
の
方

１６○
日
時　

８
月
６
日
（
日
）
午
前
９
時

　

分
か
ら
受
付

３０○
会
場　

花
の
山
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ー
チ

ェ
リ
ー
場
（
相
原
町
８
７
０
）

○
競
技　

フ
ィ
ー
ル
ド
１
ラ
ウ
ン
ド

（
Ｇ
Ｒ
、
Ｂ
Ｂ
、
Ｒ
Ｃ
、
Ｃ
Ｐ
の
各
男

女
別
）

○
費
用　

３
５
０
０
円
（
昼
食
付
き
、

当
日
徴
収
）

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

【
く
ら
し
に
役
立
つ
料
理
教
室
「－

手

作
り
豆
腐
、
国
産
大
豆
を
使
っ
て－

」】

　

好
評
に
つ
き
２
回
目
を
行
い
ま
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

方○
日
時　

８
月　

日
（
木
）
午
前　

時

３１

１０

〜
午
後
０
時　

分
３０

○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

○
講
師　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
運
営
協

議
会
委
員
・
福
岡
ひ
と
み
氏

○
定
員　
　

人
（
初
参
加
者
優
先
の
う

２４

え
抽
選
）

○
費
用　

２
０
０
円
（
材
料
費
）

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

催

し

【
魔
女
の
宅
急
便
】

○
対
象　

高
校
生
以
下
の
方
（
小
学
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
可
）

○
日
時　

８
月
３
日
（
木
）
午
後
２
時

か
ら
（
上
映
時
間
１
０
２
分
）

○
定
員　

１
１
９
人

※
７
月　

日
か
ら
中
央
図
書
館
５
階
カ

２５

ウ
ン
タ
ー
で
整
理
券
を
配
布
し
ま
す

（
先
着
順
）
。

夏
休
み
子
ど
も
フ
ェ
ア
ー
・
中
央
図
書

館

青
少
年
映
画
会

　

野
津
田
町
の
七
国
山
地
区
で
栽
培
し

て
い
る
な
た
ね
か
ら
、
な
た
ね
油
を
し

ぼ
り
ま
す
。
し
ぼ
っ
た
な
た
ね
油
は
４

２
５　

ビ
ン
１
本
８
０
０
円
で
販
売
し

ml

て
い
ま
す
（
今
回
は　

本
の
販
売
予

５０

定
）
。

○
日
時　

７
月　

日
（
土
）
午
前　

時

２２

１０

〜
午
後
２
時

○
会
場　

ふ
る
さ
と
農
具
館

※
車
で
お
い
で
の
方
は
、
薬
師
池
公
園

駐
車
場
を
ご
利
用
下
さ
い
。

□問
 

ふ
る
さ
と
農
具
館
11
７
３
６
・
８
３

８
０

な
た
ね
油
し
ぼ
り

実

演

と

販

売

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
を
希
望
す
る
か

否
か
・
託
児
希
望
（
２
歳
以
上
、
人
数

に
限
り
あ
り
）
の
方
は
お
子
さ
ん
の
名

前
・
年
齢
・
性
別
を
明
記
し
、
返
信
用

に
も
あ
て
先
を
書
い
て
、
７
月　

日
ま

３１

で
（
必
着
）
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
〒　

－

０
０
１
３
、
原
町
田
４－

９

１９４

－

８
、
町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
内
、
11

７
２
５
・
８
８
０
５
）
へ
。
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【
市
民
の
広
場
と
は
】

　

町
田
市
民
の
皆
さ
ん
の
交
流
や
、
仲

間
づ
く
り
を
お
手
伝
い
す
る
コ
ー
ナ
ー

で
す
。
催
し
を
紹
介
す
る
「
お
い
で
下

さ
い
」
と
、
会
員
募
集
を
掲
載
す
る

「
仲
間
に
」
の
２
つ
の
コ
ー
ナ
ー
が
あ

り
ま
す
。

【
掲
載
で
き
る
活
動
】

　

代
表
者
・
連
絡
先
が
市
内
在
住
者

で
、
市
内
の
公
共
施
設
等
を
利
用
し
て

行
う
活
動
、
も
し
く
は
野
外
で
行
う
ハ

イ
キ
ン
グ
・
自
然
観
察
会
な
ど
。
講
師

が
自
ら
生
徒
を
募
集
し
て
行
う
活
動
、

営
利
を
目
的
と
す
る
活
動
、
政
治
・
宗

教
活
動
、
法
人
等
の
活
動
、
バ
ザ
ー
・

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
物
品
販
売
を

主
と
す
る
活
動
、
個
人
宅
・
宗
教
施
設

・
ホ
テ
ル
等
を
会
場
と
す
る
活
動
、
参

加
費
・
月
会
費
が
上
限
（
３
０
０
０
円

程
度
）
を
超
え
る
活
動
等
は
掲
載
で
き

ま
せ
ん
。

　

所
定
の
申
込
用
紙
は
、
広
報
広
聴
課

広
報
係
（
市
役
所
４
階
）
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

　

掲
載
を
希
望
す
る
方
は
、
必
ず
一
度

説
明
を
受
け
た
う
え
で
お
申
し
込
み
下

さ
い
。

　

こ
の
欄
に
掲
載
さ
れ
た
場
合
は
、
町

田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ
ま

す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

※
活
動
内
容
の
確
認
や
ト
ラ
ブ
ル
の
解

決
は
、
当
事
者
間
で
お
願
い
し
ま
す

（
市
は
関
与
し
て
い
ま
せ
ん
）。
ま
た
、

各
開
催
施
設
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
は
ご

遠
慮
下
さ
い
。

※
市
民
サ
ー
ク
ル
に
関
し
て
の
情
報
は

施
設
案
内
予
約
シ
ス
テ
ム
（h

ttp
://

w
w
w
.y
o
y
a
k
u
.m
a
c
h
id
a
.

to
k
y
o
.jp

ま
た
は
各
施
設
の
利
用
端

末
等
）
か
ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

●
桜
館
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
介

護
者
教
室
「
ご
用
心
！
身
近
に
あ
る
悪

質
商
法
�
」

　

日
時
＝
７
月　

日
午
後
１
時　

分
か

２７

３０

ら
／
会
場
＝
ふ
れ
あ
い
桜
館
／
講
師
＝

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
相
談
員
／
申
し
込

み
＝
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
（
11
７
９
７

・
８
０
３
２
）
へ
。

●
ボ
ワ
・
ア
ル
モ
ニ
ー
町
田
職
員
募
集

　

資
格
＝
自
動
車
運
転
免
許
証
を
お
持

ち
の
方
（
Ａ
Ｔ
可
）
／
勤
務
先
＝
ボ
ワ

・
ミ
ニ
ヨ
ン
（
木
曽
町
）
／
勤
務
＝
シ

フ
ト
制
／
内
容
＝
共
同
生
活
を
し
て
い

る
知
的
障
が
い
者
の
方
の
食
事
提
供
や

そ
の
他
の
日
常
生
活
の
支
援
／
委
細
面

談
／
□問
 

ボ
ワ
・
ア
ル
モ
ニ
ー
町
田
11
７

９
１
・
０
１
４
４

●
総
務
省
・
地
上
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放

送
終
了
の
お
知
ら
せ

　

現
行
の
地
上
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送

は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
移
行
に

伴
い
、
２
０
１
１
年
７
月　

日
ま
で
に

２４

終
了
し
ま
す
。
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

放
送
を
視
聴
す
る
に
は
、
①
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
対
応
の
テ
レ
ビ
に
買
い
替
え

る
②
地
上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
買

い
足
す
③
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
済

み
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
視
聴
す
る
、

の
各
方
法
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
／
□問
 

（
受
信
相
談
に

つ
い
て
＝
）
総
務
省
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ

レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
受
信
相
談
セ
ン
タ
ー

11
０
５
７
０
・　

・
０
１
０
１
、
（
視

０７

聴
エ
リ
ア
に
つ
い
て
＝
）
社
団
法
人
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
推
進
協
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジh

ttp
:/
/
w
w
w
.d
－
p
a
.o
r
g

●
明
和
荘
タ
イ
ム
ス
「
夏
休
み
親
子
陶

芸
教
室
」

　

対
象
＝
小
学
生
以
上
の
子
ど
も
と
そ

の
親
／
日
時
＝
８
月
４
日
午
後
１
時
〜

２
時
／
内
容
＝
お
皿
作
り
と
絵
付
け
／

定
員
＝
親
子
５
組
（
申
し
込
み
順
）
／

費
用
＝
親
子
で
２
５
０
０
円
／
申
し
込

み
＝
電
話
で
明
和
荘
タ
イ
ム
ス
（
11
７

２
６
・
９
８
４
９
）
へ
。

●
八
王
子
都
税
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら

せ【
８
月
は
個
人
事
業
税
の
納
期
で
す
】

　

都
税
事
務
所
（
都
税
支
所
）
・
金
融

機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
や
ペ
イ
ジ
ー
マ
ー
ク
の
付
い
て
い

る
金
融
機
関
・
郵
便
局
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
、
パ

ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
等
か
ら
の
納
付
も

で
き
ま
す
。
ま
た
口
座
振
替
も
ご
利
用

に
な
れ
ま
す
／
□問
 

八
王
子
都
税
事
務
所

11
０
４
２
・
６
４
４
・
１
１
１
１

●
い
づ
み
の
里
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
職
員
募
集

　

職
種
＝
訪
問
看
護
士
／
資
格
＝
正
・

准
看
護
士
資
格
を
お
持
ち
の
方
／
人
員

＝
若
干
名
／
選
考
＝
電
話
連
絡
の
う
え

面
接
／
給
与
・
時
間
等
詳
細
は
面
接
で

／
□問
 

い
づ
み
の
里
11
７
２
６
・
０
７
５

３●
は
た
ら
け
バ
ン
ク
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

詳
細
は
電
話
で
は
た
ら
け
バ
ン
ク

（
11
７
９
７
・
７
６
４
６
）
へ
（
日
・

祝
祭
日
休
業
）

【
臨
時
職
員
募
集
】

　

障
が
い
者
の
方
々
と
の
リ
サ
イ
ク
ル

に
係
る
仕
事
で
す
／
受
付
期
間
＝
７
月

　

日
〜　

日

２１

３１

【
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
は
る
か
ぜ
」
ア

ル
バ
イ
ト
募
集
】

　

障
が
い
者
の
方
々
の
生
活
援
助
の
仕

事
で
す
／
受
付
期
間
＝
随
時

●
町
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

「
Ｓ
Ｐ
事
業
・
刈
払
機
に
よ
る
草
刈
り

技
能
講
習
会
」

　

対
象
＝
市
内
在
住
で　

〜　

歳
ま
で

５５

６５

の
就
業
意
欲
の
あ
る
方
／
日
時
＝
講
義

…
８
月　

日
午
後
１
時
〜
４
時
、
実
技

２８

…
８
月　

日
〜　

日
午
前
９
時
〜
午
後

２９

３１

４
時
／
会
場
＝
講
義
…
わ
く
わ
く
プ
ラ

ザ
町
田
、
実
技
…
講
義
終
了
後
説
明
／

定
員
＝　

人
（
申
し
込
み
順
）
／
申
し

２０

込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
講
習
名
・
住
所

・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記

し
、
返
信
用
に
も
あ
て
先
を
書
い
て
、

８
月　

日
ま
で
（
必
着
）
に
町
田
市
シ

１１

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
Ｓ
Ｐ
講
習
係

（
〒　

－

０
０
２
２
、
森
野
１－

１－

１９４

　

、
わ
く
わ
く
プ
ラ
ザ
町
田
内
、
11
７

１５２
３
・
２
１
４
７
）
へ
。

●
東
京
都
町
田
通
勤
寮
職
員
募
集

【
①
通
勤
寮
非
常
勤
支
援
員
②
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
援
助
職
員
③
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
調
理
パ
ー
ト
員
】

　

内
容
＝
①
軽
度
知
的
障
が
い
者
の
生

活
・
就
労
支
援
②
軽
度
知
的
障
が
い
者

の
生
活
支
援
③
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の

４
〜
６
人
分
の
食
事
提
供
／
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
／
□問
 

東
京
都
町
田

通
勤
寮
11
７
３
９
・
０
４
９
１

●
桜
台
保
育
園
職
員
募
集

　

職
種
＝
産
休
代
替
保
育
士
／
資
格
＝

保
育
士
資
格
を
お
持
ち
の
方
／
期
間
＝

７
月
下
旬
〜
２
０
０
７
年
３
月　

日
３１

（
以
後
常
勤
へ
の
可
能
性
あ
り
）
／
勤

務
日
時
＝
月
〜
土
曜
日
の
う
ち
週
５
日

程
度
、
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

３０

３０

分
（
そ
の
他
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
は
応
相
談
）
／
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。
随
時
面
接
を
行
い
ま
す
／

□問
 

同
園
11
７
９
７
・
５
１
３
１

●
平
成　

年
度
就
学
義
務
猶
予
免
除
者

１８

等
の
中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

　

合
格
者
に
は
高
等
学
校
の
入
学
資
格

が
与
え
ら
れ
ま
す
／
対
象
＝
本
人
の
病

気
な
ど
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
、

保
護
者
が
義
務
教
育
諸
学
校
に
就
学
さ

せ
る
義
務
を
猶
予
ま
た
は
免
除
さ
れ
た

方
等
／
期
日
＝　

月
６
日
／
試
験
会
場

１１

＝
東
京
都
就
学
相
談
室
（
渋
谷
区
）
／

試
験
科
目
＝
国
語
、
社
会
、
数
学
、
理

科
、
英
語
／
願
書
受
付
期
間
＝
８
月　
２５

日
〜
９
月　

日
／
受
験
案
内
等
配
布
場

１２

所
＝
東
京
都
教
育
庁
学
務
部
義
務
教
育

心
身
障
害
教
育
課
（
都
庁
第
二
本
庁
舎

　

階
、
11　

・
５
３
２
０
・
６
７
５

２８

０３

２
）

●
和
光
大
学
連
続
市
民
講
座
「
耕
さ
な

い
田
ん
ぼ
っ
て
な
ぁ
に
？
第
３
回
」

　

日
時
＝
７
月　

日
午
後
１
時
〜
３
時

２３

／
会
場
＝
同
大
学
ぱ
い
で
い
あ
ホ
ー
ル

／
内
容
＝
稲
は
ど
の
よ
う
に
成
長
す
る

の
？
①
／
費
用
＝
５
０
０
円
／
申
し
込

み
＝
７
月　

日
ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｅ

２２

メ
ー
ル
で
同
大
学
企
画
広
報
課
（
11
０

４
４
・
９
８
８
・
１
４
３
３
、
Ｅ
メ
ー

ルk
ik
a
k
u
@
w
a
k
o
.a
c
.jp

）
へ
。

●
法
政
大
学
多
摩
図
書
館
を
高
校
生
に

開
放
し
ま
す

　

対
象
＝
町
田
市
・
八
王
子
市
・
相
模

原
市
・
城
山
町
に
在
住
・
在
学
の
高
校

生
／
期
間
＝
８
月
３
日
〜　

日
、　

日

１２

２１

〜　

日
、　

日
〜　

日
／
時
間
＝
平
日

２５

２８

３１

…
午
前
９
時
〜
午
後
８
時
、
土
曜
日
…

午
前
９
時
〜
午
後
６
時
、
日
曜
日
…
午

前　

時
〜
午
後
５
時
／
初
回
の
み
生
徒

１０
証
、
保
険
証
等
身
分
の
確
認
で
き
る
も

の
を
お
持
ち
下
さ
い
。
利
用
証
を
発
行

し
ま
す
／
□問
 

同
大
学
多
摩
図
書
館
11
７

８
３
・
２
２
６
４

●
東
京
女
学
館
大
学
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

問
い
合
わ
せ
は
同
大
学
（
11
７
９
６

・
１
１
４
５
）
へ

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
エ
ッ
セ
イ

コ
ン
テ
ス
ト
２
０
０
６
】

　

「　

年
後
の
世
界
・　

年
後
の
私
」

１０

１０

を
想
像
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
今
、
自

分
が
何
を
す
べ
き
な
の
か
、
こ
れ
か
ら

ど
の
よ
う
に
生
き
た
ら
い
い
の
か
を
考

え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
エ
ッ
セ
イ
コ

ン
テ
ス
ト
で
す
／
対
象
＝
①
高
校
生
の

部
…
女
子
高
校
生
②
一
般
の
部
…
高
校

生
以
外
の
女
性
／
募
集
期
間
＝
９
月　
３０

日
ま
で
／
発
表
＝　

月　

日
（
授
賞
式

１０

２５

を　

月
４
日
の
本
学
学
園
祭
・
秋
麗
祭

１１
に
て
行
い
ま
す
）
／
審
査
員
＝
作
家
・

阿
刀
田
高
氏
、
本
学
教
員
他
／
申
し
込

み
＝
同
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:

/
/
w
w
w
.tjk
.a
c
.jp
/

）
か
ら
応

募
書
類
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
Ｅ
メ
ー
ル
に
エ
ッ

セ
イ
作
品
を
添
付
し
て
同
大
学
企
画
広

報
室
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
エ
ッ

セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
」
係
（
Ｅ
メ
ー
ルe

s
s
a
y
@
m
.tjk
.a
c
.jp

）
へ
。

【
第
８
回
教
養
講
座
「
思
考
の
つ
か
い

か
た－

哲
学
を
遊
ぶ－

】

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
／
日
時

＝
７
月　

日
午
後
３
時
〜
４
時
／
講
師

２３

＝
同
大
学
教
授
・
高
野
昌
行
氏

お い で 下 さ いお い で 下 さ い �お い で 下 さ いお い で 下 さ い �お い で 下 さ い �
備 考（対象等）連　　絡　　先費　　　用会　　　　場日　　　　　時催　し　名

材料は主催者で用意大場11７２８－４５８１　　雨天中止無料町田第一小学校校庭７月２２日○土 午前９時３０分～１１時頃樂しくとばそう・夏休み親子紙飛行機大会
お問合せはお気軽に�１３団案内係・山本11７２９－４０６０無料玉川学園文化センターほか７月２２日○土 、２３日○日 ほか、随時受付ボーイスカウト体験見学会「対象年長～小４年」
○土 午後活動中�電話下さいカホー11０８０－５６５１－５１１５体験無料成瀬センター７月２２日、２９日、８月５日、１２日�チビッコダンス�ジャズダンス（小学生～）
初～上級者どなたも歓迎�ダンスライフ・�水11０７０－５５６４－８１３７１０００円ぱ・る・るプラザ町田６階７月２２日○土 、８月１３日○日 午後１時～４時サマーダンスパーティー in ぱるるプラザ
毎月実施ごみフェスタ委員５５６クラブ・小泉勝市11７３７－５５６９無料鶴川市民センター７月２３日○日 午後１時～５時ごみフェスタで好評�牛乳パック工作�パック持参
小１～シニア未経験大歓迎ネパールソンギート11７２９－６８４２５００円玉川学園文化センターほか７月２３日○日 午後３時ほか　夜も有公募素人ネパール舞踊ステージ参加説明会
仲間作り交流会一人参加可松村11０９０－８３０３－３２００５００円健康福祉会館４階７月２３日、８月６日、１４日午後１時～社交ダンス・フリーパーティー「仲間作りの会」舞
直接現地においでください梅木窪の会・西池6７２６－７１３９無料都立小山田緑地アサザ池７月２３日、８月２７日午後１時～梅木窪野外談話室（都立公園内の自然観察会）
リボン在お一人でもどうぞ赤堀11０４２－７２５－５３７８５００円健康福祉会館○Ｐ 無し７月２４日、８月１日、２９日午後１時かおり会ダンスパーティ
要予約、先着２０名様までさんちょ・ぱんさ・根石11７９９－２１９８無料まちだ中央公民館視聴覚室７月２６日○水 午前１０時３０分～正午ちょいすぺ講座　ちょっとスペイン語しませんか？
先生は有資格者で安心です麻生11０４２－７２８－９８１８無料本町田団地ロ－６集会所７月２６日から毎週○水 午後２時～３時本町田気功会・体験会　年齢性別体力不問で楽しく
付添家族のティールーム付生活クラブ生協11７２７－０２２２５００円町田市民フォーラム調理室７月２７日○木 午前１０時～午後１時�キッズ�キッチン�小１～小４�土産付電話申込
８月３日午後６時木曽山崎セン

ター庄司116７２６－３５６０無料成瀬総合体育館７月２７日、８月１０日、１７日午後６～ブルースカイ・社交ダンス練習会
年齢体力などは不問です笠松浪子11０４２－７２３－１１８９無料高ヶ坂団地Ｂ－５集会所７月２７日～８月３１日毎週○水 午後２時～高ヶ坂気功会　体験見学会　楽しい仲間と気功を�
電話申し込み（保育希望者）川上116０４２－７７１－２４４２１０００円（親子）小山市民センター７月２９日○土 午前１０時～正午ライアーホームコンサート～涼夏の調べ～
踊りに来ませんか�ひまわり・石塚11７２２－７８６５３００円健康福祉会館４階○Ｐ なし７月３０日○日 午後１時３０分～４時�ひまわりダンスパーティー
生バンドで踊りましょう小林11０４２－７９２－２０６８５００円木曽山崎センター７月３１日○月 午後１時～アンサンブルフレンズのダンスパーティーのお誘い
８月２１日、２８日もあり川口11０４２－７９３－６４０６無料木曽山崎センター和室７月３１日○月 、８月７日○月 午後１時～日本舞踊無料体験教室
極力事前にお申し込みを。まちだ上演実行委員会11７２７－２８９１１０００円町田市民フォーラムホール８月２日○水 午後６時３０分～神田香織の講談「チェルノブイリの祈り」
お気軽にいらして下さい小林11０４２－７９６－２７１４無料まちだ中央公民館８月２日、９日、１６日、２３日午前中国語入門無料体験講座
小学生・中学生対象津留（つる）11７９５－２３２６（要申込）１０００円南市民センター第１会議室８月３日○木 午前１０時～正午夏休み子供パッチワーク教室・ミニバッグをつくろ
初心者歓迎・子ども同伴可工藤11０７０－６６５２－２５１４（要申込）無料成瀬ふれあいセンター８月４日、１１日、９月１日午前１０時みんなで創る新しいスタイルのコーラス・ゴスペル
フレアイダンスあります雨宮利彦11０４２－７７１－４７４０５００円堺市民センター大ホール８月５日○土 午後７時～９時３０分ダンスパーティーアカシヤダンスサークル
毎月第一日曜日に行います阿部弘子11０４２－７２２－５８５６５００円本町田市営住宅集会所８月６日午後２時より股関節相談窓口　なやみうけたまわります
駐車場なしまつながかずや11７９３－６７０５１０００円せりがや会館８月６日○日 午後２時～６時山口県人会　しんぼくかい
参加自由ダンス自主練習会花垣11７９１－０８３７３００円小山市民センター８月６日、１３日、２０日午後１時～町田ダンシング社交ダンス自主練習会
初心者歓迎　ギターも大八木正江11０４２－７２５－３６８５無料なるせ駅前市民センター８月８日午後１時ハーモニカ合奏「フレンズ」の練習会場
初心者高齢者歓迎見学無料平本フサエ11７２３－４３６４１０００円今井会館（本町田）８月８日、１５日、２２日午後１時３０分～レクダンスや民謡踊りで楽しく体を動かしましょう
「稲荷山古墳」他１本まちだ史考会・渋谷11７２２－０１９５無料まちだ中央公民館ホール８月１２日○土 午後２時～４時まちだ史考会映写会上映題目「丘陵の中の歴史」
ハワイアンバンドフラ出演藤田昌義11０４２－７９６－４６６４無料町田市民フォーラムホール８月１３日午後０時３０分開場ウクレレ・フラコンサート　モアナウクレレクラブ
初心者の方もどうぞコスモダンスサークル11７２５－６１６７３００円鶴川市民センターホール８月１３日○日 午後５時～９時納涼ダンスパーティ「りぼんチャン」男女多数
９月１０日もあり小野11７３４－８９３１（申込不要）１００円忠生公園がにやら自然館前集合８月１３日午前８時３０分～１１時�町田野鳥の会「忠生公園探鳥会」
参加自由、雨天中止真下11７９７－２１８１無料小山田桜台バス停集合８月１３日、９月１０日午前９時４５分～鶴見川源流ウォークと源流泉のひろばの管理作業
経験者の技量向上目指す古賀くにはる116７３５－２００１１０００円国際版画美術館アトリエ８月１９日○土 午後１時～４時町田市美術協会主催「裸婦デッサン会」
お一人歓迎　上手な方多しＳ．コスモス・村上11７２４－０９２０１０００円ぱ・る・るプラザ町田６階８月２０日○日 午後１時～４時�夏のダンスパーティー
定員　先着　４０名斉藤6０４２－７２７－１４２７５００円町田市民フォーラム４階８月２０日午後２時～４時講演会「ゆとり教育は、学力低下をもたらしたか」
中南米人と楽しむ歌と踊り中西11０４２－７８８－５２１６１５００円町田市民フォーラムホール８月２０日午後４時～�第７回日本ペルー共生協会国際フェスティバル



２００６．　．　（　） ７ ２１１２ 町田市コールセンター11０４２・７２４・５６５６

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　あけぼの病院
 （中町１－１１－１１　11０４２・７２８・１１１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：薬師台青空公園
１０時３０分：すずかけ台ハイタウン、マイライフ尾

根道
２時　　：宝泉寺駐車場、南町田ハイタウン前、

鶴間風の子公園
３時　　：鶴間ガーデンセシア
３時１０分：小山小前

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○人権身の上相談〈人権侵害などの問題について〉（１時３０
分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・２１０２）

○心配ごと相談（１０時～３時　電話相談のみ受け付け 
＝11７２９・５０７０　○問 町田市社会福祉協議会11７２２・
４８９８）

７／

２１
金

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“中町・本町田線”“バスセンター・境川
公社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後１時～翌朝８時）
　町田病院 （木曽町１１２１　11０４２・７８９・０５０２）

２２
土

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“図師・桜台線”“市役所・森野線”

★救急病院（午前９時～翌朝９時）
　�内科系　町田慶泉病院 （11０４２・７９５・１６６８）
　�外科系　町田病院 （11０４２・７８９・０５０２）
　　　　　　南町田病院 （11０４２・７９９・６１６１）
★休日耳鼻咽喉科急患診療（午前９時～午後５時）
　稲垣耳鼻咽喉科医院
 （原町田６－２２－１５　11０４２・７２２・３１１５）
★町田市歯科医師会休日歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、事
前に電話で連絡を＝11０４２・７２５・５４１４）

★当番医（午前９時～午後５時）
　�森内小児科内科○小 ○内 
 （南成瀬５－１－７　11７２２・３５０７）

　�こばやしクリニック○内 
 （原町田６－３－３　11７１０・３１８３）

　�小野寺クリニック○内 
 （本町田４３９４－９　11７３２・５６０５）

　�鈴木内科医院○内 
 （三輪緑山３－２２－１１　11０４４・９８８・７０５７）

　�糸永クリニック○内  （木曽町１１２５－４　11７９２・００２３）

２３
日

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“玉川学園・本町田線”“バスセンター・
境川公社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　多摩丘陵病院
 （下小山田町１４９１　11０４２・７９７・１５１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
３時　　：ゆうき山公園

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）

２４
月

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田慶泉病院
 （小川１５４６－２　11０４２・７９５・１６６８）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：市立博物館前、東玉川学園１丁目児童

公園、上小山田町はなみずき公園
１時５０分：成瀬台公園
２時　　：柄沢公園
３時１０分：朝日公園、南つくし野やなぎ公園、矢

部八幡

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○少年相談〈子どもの非行・いじめなどについて〉（９時
～４時　市民相談室　事前に八王子少年センターへ電話
で予約＝11０４２・６４２・１６７７）
○不動産相談〈不動産取引全般について〉（１時３０分～４
時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・２１０２）

○労働相談（１時３０分～４時３０分　東京都労働相談情報セ
ンター八王子事務所出張相談　森野分庁舎３階　電話相
談可＝11７２６・１３９４〈月～金〉）

２５
火

☆国際版画美術館市民展示室（～３０日　第２７
回萌展○問 熱田11７５６・２６０８）

☆市民ホールギャラリー（～３０日　私のお気
に入り展－テンペラ画－○問 Vinca テンペラ
画サークル11０９０・２４７１・７０４８）
□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“図師・桜台線”“バスセンター・境川公
社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田市民病院
 （旭町２－１５－４１　11０４２・７２２・２２３０）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時３０分：三輪中央公園、福音会
２時　　：広袴公園、武蔵岡住宅
３時　　：さくらんぼホール
３時１０分：鶴川台丘の里公園
３時２０分：大戸観音堂

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○交通事故相談〈交通事故に関する様々な問題について〉
（１時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）２６

水

☆町田市フォトサロン「秋山庄太郎美術館」 
企画市民展示室（～３１日　金明姫「夏・そ
してソウルの旅へ」　○問 町田市フォトサロ
ン「秋山庄太郎美術館」11７３６・８２８１）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“玉川学園・本町田線”“藤の台・木曽線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　南町田病院
 （鶴間１００８－１　11０４２・７９９・６１６１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
２時　　：鶴間三角公園、淡島公園、常盤団地
３時１０分：鶴間公園、都営山崎町アパート公園、

馬場児童公園前

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○行政手続相談〈相続、許認可申請など暮らしに必要な書
類作成について〉（１時３０分～４時　市民相談室　電話
予約制＝11７２４・２１０２）
○母性保健・母乳育児相談（１０時～正午、１時～３時　健
康福祉会館　助産師による相談　妊娠の計画に関する相
談可　乳房マッサージ要予約　電話相談も受け付け 
＝11７２５・５４１９）

２７
木

☆市民ホールギャラリー（～３１日　境川クリ
ーンアップ作戦展示会○問 境川クリーンアッ
プ作戦実行委員会11７２６・２４５３）
□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“高ケ坂・成瀬線”“市役所・森野線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　あけぼの病院
 （中町１－１１－１１　11０４２・７２８・１１１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：藤の台球場
１０時３０分：小山観音谷戸
２時　　：小山田桜台
２時１０分：忠生公園内駐車場
３時１０分：都営八幡平アパート
３時２０分：木曽学童保育クラブ前、シーアイハイ

ツ町田

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○人権身の上相談〈人権侵害などの問題について〉（１時３０
分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・２１０２）

○心配ごと相談（１０時～３時　電話相談のみ受け付け 
＝11７２９・５０７０　○問 町田市社会福祉協議会11７２２・
４８９８）

２８
金

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“中町・本町田線”“藤の台・木曽線”

★救急当番医（内科系　午後１時～翌朝８時）
　多摩丘陵病院
 （下小山田町１４９１　11０４２・７９７・１５１１）

２９
土

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“図師・桜台線”“市役所・森野線”

★救急病院（午前９時～翌朝９時）
　�内科系　南町田病院 （11０４２・７９９・６１６１）
　�外科系　多摩丘陵病院 （11０４２・７９７・１５１１）
　　　　　　おか脳神経外科
 （11０４２・７９８・７３３７）

★町田市歯科医師会休日歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、事
前に電話で連絡を＝11０４２・７２５・５４１４）

★当番医（午前９時～午後５時）
　�鈴木医院○内  （小川１－１０－１１　11７９５・５８８４）
　�なかまち内科・外科医院○内 
 （中町３－１５－１７　11７２５・００２８）

　�たまがわ医院○内 ○小 
 （玉川学園４－１５－１５　11７２０・３８８８）

　�小林クリニック○内 ○小  （能ヶ谷町１９１　11７３５・９９９０）
　�田中産婦人科内科クリニック○内 
 （忠生４－８－８　11７９３・６８６８）

３０
日

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“玉川学園・本町田線”“バスセンター・
境川公社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　多摩丘陵病院
 （下小山田町１４９１　11０４２・７９７・１５１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
３時　　：金井関山公園

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）３１
月

救急当番医などのお問い合わせ�

医師会テレホンサービス1７３９・０６６０�

http://www.machida.tokyo.med.or.jp

医　師　会　ホ　ー　ム　ペ　ー　ジ�

�

毎日実施しています�

1710・0927

診療時間＝午後７時～１０時（受付は午後９時３０分まで）�

※受診する場合は必ず電話でご連絡下さい�
午後６時から電話をお受けしています�

□健康課1725・5471問�

町田市医師会準夜急患こどもクリニック�

二次救急医療（入院を必要とする救急医�
療）に毎日２４時間対応します。※受診す�
る場合は必ず電話でご連絡下さい�

【内科系・外科系】�
　　・多摩丘陵病院　　　　７９７・１５１１�
　　・町田慶泉病院　　　　７９５・１６６８�
【内科系のみ】�
　　・町田病院　　　　　　７８９・０５０２�
【外科系のみ】�
　　・おか脳神経外科　　　７９８・７３３７�
【内科系・外科系・小児科】�
　　・町田市民病院　　　　７２２・２２３０�

※番号をお間違えのないようご注意下さい。�

法律相談は電話予約制です�

市民相談室1724-2102

金曜日の午前８時３０分から�
�次週分の予約を受け付けます。�

マナーを守って�

ペットを飼いましょう�

月・火・木・金曜日：午前９時３０分～午後４時�
水曜日：午後１時～８時（第三水曜日は除く）�

電話による女性悩みごと相談�
（家庭・人間関係・女性への暴力）

 男女平等推進センター（市民フォーラム内）�� �

法律相談有り＝要予約�1７２１－４８４２�

ごみのポイ捨ては�

　　やめましょう�
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「明日見らいふ南大沢」見学会の開催�昼食付き�予 約 制�

開催日�7月28日（金）、8月4日（金）、8月11日（金）、8月18日（金） 他�

●見学会の昼食代は無料です。�

●予約制です。�
 （お電話にてご予約ください）�

今月の納期は7月31日です�
固 定 資 産 税�
都 市 計 画 税�
国民健康保険税�

＜２期＞�
＜１期＞�


